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鎖
鋼
補
給
金
に

闘

す

る

ータ

序
説
|
|
鎌
鋼
統
制

日
本
織
鋼
業
が
そ
の
出
裂
馳
よ

h
軍
事
的
性
絡
を
も
っ
て
い
仁
こ
と
は

周
知
?
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
進
蚕
本
主
義
闇
て
あ
匂
わ
が
園
Jf明
治
椎
新

以
後
短
時
日
の
問
に
資
本
主
義
的
震
度
を
な
し
$
と
げ
る
た
め
仁
は
半
封
建

的
需
産
関
係
の
時
間
偉
そ
も
っ
た
ま
ー
ま
で
掛
行
的
に
資
本
主
義
を
押
し
進
め
，

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
作
。
そ
の
遁
根
に
於
て
一
士
積
粁
の
役
割
を
果
し

た
も
の
が
閣
家
で
あ
っ
仁
乙
左
は
固
り
論
ヤ
あ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と

は
先
準
資
本
主
義
閣
に
伍
し
て
掛
抗
的
勢
力
を
摘
大
し
て
ゆ
〈
ベ
き
園
防

的
軍
事
的
意
固
と
深
く
開
通
し
て
い
る
G

と
い
う
E
り
は
む
し
ろ
そ
れ
に

強
〈
規
定
き
れ
て
い
っ

t
の
で
あ
る
。
織
鋼
炉
資
本
主
義
生
産
山
基
礎
的

資
材
で
あ
り
ま
た
軍
事
兵
問
抑
止
藻
の
不
可
快
の
素
材
で
あ
る
か
ぎ
り
、
日

本
的
資
本
主
義
設
展
の
物
的
某
縫
門
中
夜
的
在
在
マ
品
お
り
ま

t
ゐ
っ
た
こ

と
は
蛍
然
で
あ
る
。

他
方
、
そ
の
解
消
梢
詮
に
由
来
す
る
閣
内
市
場
の
侠
少
性
ー
と
宿
命
的
な

同
然
的
資
源
の
絶
罰
的
不
足
は
円
本
資
本
主
義
箆
展
に
つ
い
て
特
徴
的
な

錨
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
接

考
察

度

司

期

回

性
絡
を
形
づ
く
っ
た
が
、
市
も
こ
の
事
情
は
織
鋼
業
に
於
て
最
も
特
償
的

で
あ
っ
た
と
い
つ
で
も
温
言
で
な
い
。

以
上
の
酷
か
ら
吾
々
は
国
家
の
織
鋼
業
へ
の
干
渉
を
可
能
な
ら
し
め
る

色
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
石
。
事
賞
、
度
重
な
4
0

職
宰
の
遁
程
K
V
一
極
て
織

鋼
菜
日
炉
開
家
続
制
心
最
大
の
集
約
的
表
現
者
で
あ
っ
た
と

E
は
、
そ
れ
が

園
力
培
大
内
武
蒋
で
ゐ

h
hゆ
が
ち
、
而
も
荷
主
り
て
有
機
的
構
成
度
の
高
い

巨
大
費
木
骨
要
す
る
蛾
鋼
業
K
T
自
生
的
資
本
害
積
を
以
て
す
る
民
間
解
替

に
委
ね
る
こ
と
が
技
術
的
に
も
将
済
的
に
も
多
〈
の
困
難
を
伴
う
色
の
で

あ
っ
た
事
情
よ

b
し
て
、
常
然
首
肯
き
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
「
軍
備
を
完
査
な
ち
し
め
ん
と
せ
ば
、
須
ら
〈
先
十
其
根

本
↑
い
る
製
鰭
業
者
起
す
べ
し
」
、
と
い
う
第
九
歳
曾
県
出
自
製
織
所
預

算
説
明
書
仁
於
て
一
訳
さ
れ
る
八
幡
製
織
所
設
立
心
際
母
性
格
日
和
基
本
的
特

徴
。
一
で
あ
る
と

E
は
、
モ
ウ
夜
開
惜
の
過
程
に
於
て
明
白
に
看
取
で
き
る

と
と
ろ
で
あ
り
、
官
同
布
製
織
所
は
勿
論
と
し
で
民
間
企
業
の
霞
展
の
陪
史

が
一
南
国
家
梢
制
の
陪
史
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
と
も
明

か
に
-
訳
さ
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
制
定
の
制
議
事
業
努
陶
法
ー
と
再
一
一
一
の
改

第
六
十
八
巷

第
四
・
買
掛

O 

? 

五

" 



錨
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
寮

E
、
圏
内
織
鋼
業
保
護
の

t
め
の
保
護
関
税
引
上
、
昭
和
九
年
の
日
織
成

立
や
そ
の
前
後
の
銑
鋼
一
員
作
業
鴫
制
的
強
位
、
昭
和
十
三
年
の
製
織
事

業
法
制
定
、
と
そ
れ
以
後
の
臨
時
統
制
の
強
化
等
々
!
ー
そ
の
統
制
は
時
代

的
背
景
の
麹
化
に
従
つ
で
夫
々
異
っ

r性
格
と
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る

が
我
が
闘
織
制
業
は
軍
事
的
色
彩
に
濃
厚
に
彩
ら
れ
な
が

ι関
家
的
保
護

的
干
渉
仁
ょ
っ
寸
肥
大
化
し
で
き
亡
。
而
も
市
場
の
狭
少
性
及
び
原
料
資

源
の
不
足
令
指
命
づ
吋
ら
れ
て
い
る
鏡
釧
業
に
と
っ
て
は
目
木
荷
固
め
軍

事
的
箆
展
が
栂
め
て
快
適
な
安
世
一
椅
子
守
提
供
し
た
こ
左
は
挺
い
を
容
れ

な
い
。
撚
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
性
格
を
以
て
宜
大
産
業
部
門
骨
形
成
し

てい
γ

つ
七
鍛
鋼
業
の
霞
展
が
果
じ
一
て
健
全
な
成
長
の
過
程
で
あ
っ
た
か
否

か
は
、
自
ら
別
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
軍
事
産
業
、
兵
器
生
産
の
物
的
素
ゐ

材
提
供
部
門
的
偏
向
は
そ
の
こ
と
白
鶴
幾
多
の
問
題
を
合
A
で
い
る
が
、

一
に
は
織
鋼
業
日
笹
山
問
題
と
し
て
ノ
マ
ル
な
盟
生
描
桂
を
辿
b
得
す

需
要
国
に
規
定
さ
れ
て
銑
制
住
産
能
力
的
著
し
い
ア

Y
7ノ
ジ
ス
を
招
来

し
仁
こ
わ
、
ぞ
れ
に
閥
遁
い
て
銑
鋼
一
買
メ
ー
カ
ー
の
巨
大
な
地
位
を
確

立
し
他
の
少
腫
の
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
所
謂
豆
大
メ
カ
(
塊
在
は
宍

大
メ
ー
カ
ー
)
が
猫
占
的
支
配
機
構
を
不
動
り
も
の
ー
と
し
に
と
と
、
一
一
に

は
図
民
経
荷
の
荷
牛
西
行
程
よ
b
脱
落
し
て
m
p
〈
兵
器
生
産
即
ち
滑
耗
生

涯
に
つ
な
が
る
部
商
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
託
日
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

も

x 

x 

x 

職
時
よ
り
験
後
に
か
吋
て
財
政
支
出
'
と
し
て
多
大
の
影
響
を
園
民
鰹
済

第
六
十
八
巻

O 

ムノ、

第
四
・
五
披

じ
投
げ
か
け
土
亡
盛
仁
そ
の
是
非
ぞ
論
議
せ
ら
れ
官
閑
家
補
給
金
は
回
b

上
越
し
七
闇
家
統
制
の
一
環
と
し
て
た
さ
れ
亡
色
の
に
他
な
ち
な
い
。
そ

れ
は
一
般
に
は
重
要
物
資
に
謝
す
る
債
格
差
補
償
金
|
!
?
償
絡
調
整
費
を

き
し
て
い
る
。

補
給
金
は
例
え
ば
銑
縄
築
糊
金
な

E
の
前
制
的
形
態
を
大
正
年
間
し
も

見
出
4
こ
と
が
で
き
る
が
、
モ
れ
が
本
格
的
に
支
給
せ
ら
れ
に
の
は
昭
和

十
六
年
に
始
ま
り
、
戦
後
は
更
に
唐
汎
な
形
L
於
て
寅
施
せ
ら
れ
1
い

る
Q

回
。
験
時
と
職
後
に
於
で
は
ぞ
の
意
義
性
格
に
は
具
る
も
の
が
ゐ

る
。
戦
時
ド
於
て
は
生
産
力
増
強
主
低
物
債
政
策
の
調
整
と
い
う
意
図
の

下
に
行
わ
れ
士
が
、
職
後
で
は
徴
化
す
る
イ
ン
フ
レ
下
の
生
産
復
興
と
経

済
安
定
の
た
め
の
生
産
の
快
復
す
計
η

ぬ
と
い
う
意
調
を
も
っ
て
U
る
。
然

し
形
態
よ
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
が
債
格
笹
系
の
設
定
と
と
も
仁
出
現
レ
、

債
格
統
制
の
裏
付
け

c
し
t
債
格
と
生
産
カ
と
の
問
の
矛
盾
の
解
決
と
い

う
い
わ
ば
債
格
髄
系
の
橋
元
的
町
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
黙
は
艶
ら

な
い
。

εの
限
b
に
於
て
補
給
金
制
度
は
物
債
政
策
と
抑
怖
い
閑
遡
を
も
つ

も
の
で
あ
る
。

然
し
ま
た
ぞ
れ
の
み
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
補
給
金
の
支
腕
骨
介
し
て

企
業
的
採
算
を
保
脅
し
、
鞍
時
頼
関
合
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
餓
剣
濁
占
資

本
T
維
持
し
強
化
し
て
ゆ
く
仁
め
ド
費
地
せ
ら
れ
仁
園
家
財
政
支
出
で
品

る
諮
ド
ぞ
同
基
本
的
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
而
も
こ
の
補
給
金
制
度
が
圏
家

財
政
支
出
を
以
で
行
わ
れ
に
舶
に
於
で
も
問
題
の
一
が
存
在
す
る
の
何
あ

る
。
そ
れ
は
園
民
山
租
税
負
強
の
増
大
や
イ
シ
フ
レ
促
準
的
性
格
に
よ
っ



て
園
民
踏
済
生
活
の
負
躍
を
大
き
く
じ
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
債
格
政
策

の
裏
付
げ
と
し
て
一
一
閣
の
財
政
支
出
で
品
る
貨
幣
形
態
を
と
h
J
な
が
ら
賀

は
こ
の
政
策
が
園
家
模
力
の
一
現
象
形
態
で
め
る
こ
と
仁
注
目
し
な
吋
れ

ば
な
ら
な
い
o
そ
れ
は
歴
史
的
じ
は
濁
占
資
本
主
義
の
段
階
ド
於
て
、
園
/

家
に
よ
る
濁
占
資
本
擁
護
の
政
策
が
財
政
支
出
の
膨
脹
仁
具
現
す
る
と
こ

的

ろ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

山
酒
井
安
蔭
「
目
本
輯
鋼
業
の
現
肢
と
社
曾
血
問
題
」
大
阪
商
大
紹

済
研
究
所
編
「
日
本
艇
清
白
誇
断
面
」
所
載
、
舗
鋼
研
究
曾
「
戦

後
に
持
け
る
我
閣
議
鋼
業
自
動
態
」
経
済
評
論
第
六
巻
第
六
親
。

島
恭
彦
「
財
政
闘
争
概
論
」

(2) 

戦
時
補
給
金
政
策

E

臨
時
統
制

¥
満
州
事
嬰
勃
授
、
と
と
も
に
軍
事
的
見
地
よ
h
す
る
ι仕
事
院
力
機
充
が
要
請

せ
ち
れ
そ
れ
に
際
じ
で
園
家
財
政
中
に
占
め
る
軍
事
費
の
比
重
は
増
大
の

一
途
を
辿
h
、
鏡
鋼
業
は
、
直
接
仁
ま
士
間
接
仁
軍
箭
仁
肉
付
ザ
奔
流
し
、

ぞ
れ
以
前
の
不
況
を
股
す
る
と
同
時
に
そ
の
後
弐
第
に
上
か
ら
の
統
制
の

強
化
の
下
に
立
に
さ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
急
速
な
生
産
力
摘
充
、
織
銅

原
料
の
白
給
態
勢
、
更
に
は
囲
内
織
鋼
業
の
大
問
題
で
あ
る
蹴
剣
一
員
作

業
躍
制

ω確
立
等
々
の
諸
目
標
の
達
成
が
要
請
せ
ら
れ
る
と
共
じ
、
目
華

事
箆
|
|
太
平
洋
鞍
雫
を
通
じ
て
、
織
鋼
業
は
、
兵
探
生
産
、
軍
軒
充
足

蝿
捌
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

の
課
題
L
向
っ
て
大
き
く
備
尚
レ
、
生
産
、
需
給
、
消
費
の
杢
投
に
つ
い

て
国
家
統
制
下
に
置
か
れ
る
に
到
つ

t
の
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
入
月
従

来
の
「
州
封
鎖
事
業
奨
瑚
法
」
ぷ
代
る
「
製
鍛
事
業
法
」
の
制
定
に
よ
b
前

記
諮
問
慎
の
達
成
を
計
る
と
と
も
に
白
木
製
織
中
心
の
政
策
を
揚
棄
し
て

鍛
鋼
業
全
般
ド
謝
す
る
保
護
政
策
い
か
採
ら
れ
亡
。
更
に
、
開
年
九
月
中

「
齢
出
入
時
半
に
闘
す

o
臨
時
精
置
法
」
に
基
〈
「
織
鋼
工
作
物
築
浩
許
可

規
則
」
(
同
年
十
月
三
「
銑
鍛
鋳
物
の
製
品
桶
限
に
閥
:
件
」
(
十
一
一
一

年
四
月
)
、
「
銅
製
品
の
製
造
嗣
阪
仁
閥
す
お
件
」
(
十
ヨ
一
年
七
月
)
、
「
鐘

網
間
給
統
制
規
則
」
(
十
コ
一
年
七
月
)
等
の
諸
制
令
の
賞
胞
に
よ
っ
て
漸

弐
園
家
統
制
が
強
化
せ
ら
れ
た
が
、
敵
同
の
進
展
は
吏
仁
統
制
の
強
化
を

促
し
む
。
昭
和
十
四
年
蹴
洲
大
職
勃
裂
後
十
主
年
四
月
仁
は
「
織
鋼
需
給

統
制
規
則
」
制
定
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
は
「
圏
家
総
動
員
法
物
費
統
制

令
」
に
基
き
「
織
鋼
需
給
の
計
費
化
賞
施
要
領
」
十
九
年
四
月
仁
は
「
甥

鋼
斡
給
調
整
質
施
要
領
」
炉
施
行
せ
ち
れ
に
。
ま
七
他
方
債
格
統
制
と
し

て
は
、
昭
和
十
二
年
九
月
統
一
カ
ル
テ
ル
債
特
の
制
定
が
行
わ
れ
、
ぞ
の
後

f
六
年
七
月
園
家
組
動
員
法
に
碁
〈
慣
持
続
制
令
ド
よ
る
債
格
公
定
を
賓

施
し
、
同
時
じ
各
穣
補
給
金
の
支
給
が
施
行
せ
ら
れ
七
。
更
戸
統
刷
機
闘

、
と
し
て
は
昭
和
十
三
年
商
工
省
内
に
織
銅
統
制
協
議
債
を
設
置
、
十
五
年

仁
は
日
本
鍛
銅
聯
合
曾
を
生
産
統
制
機
関
と
し
て
指
定
、
翌
十
六
年
に
は

法
的
根
擦
あ
る
統
制
園
陸
と
し
て
鍛
鋼
統
制
曾
そ
指
定
し
で
之
仁
奮
統
制

圏
髄
の
事
務
を
一
一
副
引
協
が
し
め
仁
の
で
あ
る
。
然
し
園
家
統
制
の
箇
仁

憤
る
こ
の
鍛
剣
統
制
曾
は
載
時
利
得
獲
得
の
場
ア
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
大

J 

第
六
十
八
砦

七

第
四
・
亙
銃

。
= 



嘩
鋼
補
給
金
K
閣
す
る
一
考
察

企
莱
の
代
締
者
の
位
地
に
亡
っ
て
、
軍
部
と
官
僚
と
結
び
つ
い
て
職
時
閣

家
濁
占
資
本
主
義
の
最
色
集
中
的
な
格
闘
を
形
成
し
て
い
た

E
い
わ
れ
で

い
る
。以
上
の
よ
う
な
国
家
統
制
の
成
果
の
如
何
は
ー
と
も
か
〈
と
し
て
、
そ
れ

が
賓
質
に
於
て
保
護
政
策
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
確
蜜
で
、
後
越

す
る
v
と
己
ろ
の
敵
陣
町
補
給
金
E
計
費
を
無
鵡
し
t
A
A
大
hu
軍
需
霞
註
刑
に

よ
っ
て
大
事
〈
カ
グ

ァ

l
き
れ
な
が
ら
、

他
産
業
の
犠
牲
に
於

て
銭
鋼
業
の
飛
躍
的

な
肥
大
化
乙
利
潤
の

保
諮
が
な
さ
れ
で
辛

口
の
で
品
る
。

H

職
時
銭
銅

補
給
金

昭
和
十
六
年
八
月

物
債
鈎
策
審
議
曾
に

於
て
、
「
銑
銭
説
誼

事
業
の
採
算
よ
り
見

で
銑
織
債
格
に
闘
し

特
別
の
考
慮
を
な
す

の
要
晶

h
u
然
、
社
ι

物動計費における釧材白半箭と民需

|年度計資!草 情|軍需比率

6，247 トン ~，4~7 トJ l，::ltltl ト¥シ『
% 

昭和14年 55.0 

ク 15年 5，473 3，006 862 54.9 

夕刊年 4，755 3，568 530 75.0 

ク・ 17年 5，054 3，964 5-50 78.5 

，!-- 18年 5，137 4，075 347 79，3 
p 
19年 i 4，990 4，191 180 84目。

No.l 

山間亮三「銭鋼業四危機と日本ρ産業構謹」

園民総済 δ者 2.3掛

備考

第
六
十
八
巻

F、
第
四
・
宜
競

O 
四

も
織
鋼
債
格
の
引
上
は
一
積
物
慣
に
影
響
す
る
所
著
大
な
る
べ
き
に
儲
み

政
府
は
と
の
際
各
般
の
持
置
号
議
E
銑
鋳
製
法
事
業
の
採
算
を
可
能
な
ら

し
む
る
主
共
に
、
織
綱
領
格
は
現
砕
の
耕
度
に
之
を
据
置
〈
」
と
い

う
方
針
日
限
立
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
野
町
御
鋼
業
に
岨
劃
す
る
補
給
金
制
度
が

始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
先
符
レ
て
昭
和
十
主
茸
七
月
公
布
の
製
策
用
輸
入
原

親
臨
袷
等
統
制
令
仁
よ
る
聡
入
原
料
値
上
り
仁
劃
す
る
園
家
補
償
い
か
行
わ

れ
た
が
、
昭
和
十
五
年
九
月
の
物
億
閥
系
に
釘
づ
け
に
さ
れ
た
鋳
鋼
債
格

ー
と
生
産
力
増
加
及
び
需
要
増
加
ド
仲
う
鋼
の
一
値
上
h
を
調
整
す
る
た
め
に

銑
時
間
優
絡
を
一
定
の
時
間
に
於
て
抑
え
、
ま
七
企
業
に
劃
F
る
七
分
の
阻
嘗

(業者既頁慣格)

品種 I品積基準 I昭和10年 I職据時間置

47'}-r5 81阿00 
棒鋼 ベース 19rn/m 89.82 189.00 

山形鋼厚板ベ四ス12mJm 88.50 192.00 

鋼板 厚板ペ戸ス12n'ザm 108.00 248.00 

軸材 普通 5.51l1/111 93.27 194.00 
紙力 0.314m/m 剖 7.00 455.00 

薄板 13枚も目 166.20 254.00 

重軌保 132.92 、~O(j.OO

軽軌保 107.87 208.00 

ガス管 2吋 261.00 610泊0

織用管 453.00 7i!{].OO 

備考

験前職時蛾鋼債格

復金主主料孟り

No.2 



お
礼
偶
語
し
、
生
産
増
加
号
促
進
す
る
目
的
の
?
に
銑
織
補
償
金
が
昭
和
十

六
年
十
二
月
よ

h
支
給
き
れ
士
。
(
但
し
電
鉱
銑
に
閥
し
て
は
財
政
支
出

に
よ
ら
ず
別
伺
の
措
置
が
と
ち
れ
た
)
が
然
し
と
の
土
う
な
銑
織
補
償
金

の
支
給
の
み
で
は
銅
白
値
上
り
を
抑
止
す
る
こ

E
f得
な
い
士
め
に
、
九

・
一
物
債
の
線
に
鋼
の
債
格
を
抑
え
る
べ
〈
、
昭
和
十
八
年
四
月
よ
り
普

通
銅
々
材
及
び
半
製
品
償
崎
調
轄
補
給
金
が
支
齢
せ
ら
れ
る
こ
土
仁
な
っ

た
。
こ
の
場
骨
、
銑
鋼
い
づ
れ
白
補
償
金
で
も
個
別
補
償
が
符
わ
れ
た
。

即
ち
、
銑
織
に
つ
い
て
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
原
債
と
公
定
債
格
の
莞
頼
を

支
掛
う
こ
と
に
よ
っ
て
経
理
保
障
を
待
つ

t
D
で
あ

h
、
ま
た
鋼
材
に
つ

い
で
は
、
メ
ー
カ
ー
別
に
吊
積
別
の
原
慎
壱
決
定
し
で
こ
れ
L
公
定
債
格

の
莞
者
支
排
つ
に
の
で
あ
る
。
と
の
ご
つ
の
補
給
企
を
二
大
中
再
柱
と
し
て

共
刀
他
に
軍

mp要
求
す
る
資
材
を
製
造
し
た
場
合
に
興
え
ら
れ
る
限
定
品

積
増
産
奨
附
金
や
製
鋼
原
銀
製
浩
奨
闘
金
、
特
別
債
格
報
償
余
、
原
車
位

切
下
報
償
金
等
一
一
弾
の
財
政
的
支
出
合
遁
じ
て
企
業
の
赤
字
は
補
填
せ
ら

れ
、
臨
時
中
マ
も
一
一
%
の
利
議
事
ー
と
七
分
国
営
が
保
誰
せ
ら
れ
る
結
果

舎
一
目
し
て
い
る
り
で
あ
る
。
三
表
に
於
て
み
ら
れ
る
よ
う
仁
、
楓
計
十
一

億
国
蝕
b
の
中
八
六
%
が
銑
鍛
補
償
金
で
、
そ
の
七
三
%
は
日
織
に
交
付

せ
ち
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
向
。
と
れ
k
一
一
・
六
%
の
鋼
材
補
給
金
と
舎

併
せ
て

K
瞳
補
給
金
の
九
七
・
六
%
が
大
値
濁
占
資
本
の
損
失
補
墳
の
役

割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

モ
礼
は
、
融
局
白
深
刻
化
と
と
も
に
摘
大
き
れ
て
ゆ
く
生
産
力
侭
下
及

び
反
掛
に
増
大
し
て
ゆ
〈
再
生
産
外
消
費
を
挽
岡
し
よ
う
と
す
る
生
産
力

輯
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

第
六
十
八
巷

(車位千回)

附 1叶和吋和1出吋昭和畔 合 言十
下期度 度 麗 よ期

銑錨補償金 16，464 102，077 1町 461制 m 331，500 953，058 
鋼材補給金 25，962 59，762 44，999 130，723 

特別慣持報償金 5，568 9，003 14，571 一一一 10間四307
限定品積噛産境関金 一 15，0501 2，7881 - 1 17，印8

骨 計 !16，464!102，077! 203，吋 428叫釘6叫山昨

殻l時識鋼業に聖母する補償金一覧NO.3 

ニ一一九

第
四
・
王
披

布川臣、勝「危機における錨鋼業り展望」

増
強
政
策
ー
と
低
物
債

政
策
的
調
盤
を
は
か

る
も
の
で
あ
っ
た
が

然
し
暫
時
に
於
て
も

こ
申
よ
う
な
制
度
が

批
判
の
艶
象
仁
な
ら

な
か
っ

t
需
で
は
な

〈
、
事
官
種
々
の
形

• 

で
非
難
さ
れ
に
が
、

政
府
は
頑
強
に
斯
か

る
制
度
目
舛

r採
ベ

る
き
方
策
の
な
い
冒

を
主
援
し
た
の
で
あ

呼
令
。

い
す
れ
に
せ
よ
、

こ
の
よ
う
な
補
給
金

政
策
の
韻
行
は
.
そ

れ
白
樫
が
企
業
採
算

性
の
悪
化
者
物
語
る

も
り
で
あ
る
ど
と
も

仁
、
ま
士
生
産
増
強

、E
低
物
債
の
矛
盾
の

1 

備考
O 
ヨ王



錨
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

吾
白
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
お
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
o

E
の
こ

と
は
闘
家
摺
カ
と
猫
占
資
本
の
結
合
の
呉
羽
的
な
も
む
の
一
で
あ

h
、一

方
に
於
て
基
礎
的
生
産
部
門
の
製
品
債
絡
を
低
〈
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

兵
器
生
産
部
門
の
利
潤
を
保
詮
し
、
他
方
瞥
該
部
門
仁
は
園
民
負
謡
ド
よ

る
財
政
支
出
世
誼
じ
て
利
潤
を
保
護
す
る
色
の
で
め
っ

k
。
し
か
色
軍
情

設
住
制
及
び
面
々
田
園
策
曾
社
、
統
制
園
鶴
等
へ
の
出
資
な

E
で
、
経
済

官
僚
の
登
場
を
促
し
、
ま
に
宇
宙
経
費
の
膨
脹
仁
よ
命
、
イ
シ
フ
レ
助
長
の

結
果
を
仲
い
、
所
調
超
重
馳
産
業
方
式
は
重
工
業
部
門
の
肥
大
T
遁
し
で

こ
こ
に
鞍
時
間
家
濁
出
資
本
主
義
を
規
出
せ
し
め
士
切
で
晶
る
。

何
市
川
弘
勝
、
前
掲
書

戦
後
補
給
金
政
策

E

職
時
織
釧
業
の
荒
肢
と
識
経
の
統
制

戦
時
中
の
織
鋼
業
の
膨
脹
は
極
め
で
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
七
。
し

か
し
大
平
洋
融
年
日
唯
箆
、
験
局
の
険
悪
化
と
と
も
に
、
や
が
て
鞍
時
経

済
の
荒
陵
(
消
費
財
盈
産
は
大
韓
十
四
、
五
年
よ
り
縮
小
再
生
産
温
桂
に

入
っ
た
)
に
つ
れ
て
鎚
鋼
業
は
十
七
入
年
を
ピ

l
ク
と
し
て
他
の
生
産
部

門
と
同
じ
〈
納
少
再
生
産
過
程
仁
明
落
し
て
叩
か
な
け
れ
ば
な
色
な
か
っ

た
。
般
船
橋
誌
の
鰐
迫
、
悔
外
原
刺
入
手
困
難
、
設
備
の
一
酷
使
、
一
小
熟
練
崎
町

倒
的
増
大
、
施
設
の
破
屋
等
の
一
恵
傍
件
は
、
ぞ
れ
仁
劉
寸
る
技
術
的
改
草

い
か
な
き
れ
仁
仁
も
拘
ら
十
銭
制
生
産
や
荒
陵
せ
し
め
、
昭
和
十
ご
、
三
年

噴
か
ら
'
の
設
備
能
労
の
増
大
も
症
し
〈
、
そ
れ
か
ら
の
生
産
室
績
の
講
離

第
六
十
八
巻

一
」

O 

第
四
・
王
挽

O 
六

銑鍛生産高の推移

(車位千トン)

No.5 鋼材生鷲高

1!J42~1 !J44虐庁f年度(盟位千トン)

期 月j 1942 

第1，4~十三期 1，033 1，401 1，429 高峰銑 i~酷合計
第2 • 922 1，307 1，051 

昭和11年 1，972 2，007 
第3 タ 1，021 1，389 1，059 

タ 12主ド 2，252 2' ，308 
士存4 タ 781 

ク 13年耳，467 2，56.1 

年 音十 も052 I 5，609 4，320 タ 14"'f- 3，Os吊 ::1，178 
づ多 16q- 2，869 3，511 
司， 16年 3，561 4，172 
ク 17年 3，711 4，256 

ヂ 18年 3.876 4，032 
ヨ歩 19年 3，034 3.，15o 

ク 20年 911 976 

備考曲鋼新聞編韓部「わ
が閤輯鋼業。盲貼」錨
銅 2各 10腕

No. 4 

p
り

h
d
o
o

t
。
こ

朕
態
に
於

れ
た
経
験

鋼
業
は
他

T
』

い
F

J

F
I
E
Fじ

窒
息
賦
態

。
特
に
日

義
の
素
材

形
成
し
、

与
の
橋
治
的
脆
弱
性
を
も
っ

E
も
端
的
に
示
し
て
い
る
湖
鋼
業
が
そ
の
危

隣
を
明
白
な
形
で
露
呈
し
に
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
』
一
方
に
於
て
園

民
解
隣
の
再
生
犀
温
和
よ
り
脱
落
す
る
い
わ
ば
純
然
仁
る
消
耗
生
産
を
横



大
し
て
ゆ
〈
軍
事
工
業
の
先
講
の
下
に
肥
大
化
し
、
消
費
財
生
震
部
門
の

摩
也
、
そ
の
犠
牲
と
劉
際
的
な
形
で
靖
張
き
れ
仕
繍
鋼
業
は
職
時
締
済
の

態
化
、
そ
回
終
結
と
ー
と
も
に
最
も
暗
い
符
問
に
陪
込
ん
ど
の
で
あ
る
。

「
リ
叶
J
叶

J
1
J
」

査

原

料

重

要

の

町

一

棚

四

川

判

明

畑

一

一

蜘

社

柏

、

動

力

源

白

不

バ

」

一

蜘

畑

山

山

割

前

一

醐

足

、

設

備

の

老

朽

化

、

何

町

γ
一

i
h
I
l
i
l
i
-
-
峨

需

要

減

少

、

生

産

不

吉

9

-

一

0

0

0

0

0

-

E

崎
パ
ぃ
一
…
横
一
一
山
一
一

w一
山
一
同
一
伸
一
衆
摂
等
、
そ
の
荒
陵
と

¢

一

一

川

一

則

-

，

州

郎

町

令

書

謙

一

紡

一

師

側

附

瑚

間

一

カ

掲

危

機

の

潔

刻

さ

は

七

蹴

一

綿

一

九

九

8
1
4勺

3
1
一
日
ソ
]
表
に
於
て
も
号
の
一

「川
1
1
1
1
J
I
l
-
-
一
ア
園
端
を
窺
い
知
る
こ
と

6

一
守
防

M

M

附

剛

一

考

が

で

き

る

。

レ

ヤ

も

臨

院

ド

ト

ト

十

じ

備

特

仁

著

し

い

草

は

普
届
銑
と
普
通
鋼
部
門
に
む
付
る
生
産
不
振
で
あ
る
。
(
之
は
職
後
閏
家

の
輔
鋼
業
に
訴
す
る
政
策
の
重
舶
が
こ
れ
ら
の
部
門
に
集
中
台
れ
た
事
費

と
関
連
づ
け

τ
み
る
場
骨
興
味
祖
怖
い
)
。
こ
の
よ
う
な
駅
態
は
.
終
戦
直

後
の
麻
揮
獄
態
が
賄

E
生
荒
停
止
に
も
等
し
い
こ
と
を
示
し
f

い
る
が
、

そ
れ
が
豆
大
資
本
ぞ
有
す
る
企
業
仁
於
て
苦
し
か
っ
一
た
こ
と
は
明
か
で
あ

る。

x 

x 

x 

織
鋼
業
は
京
衆
生
産
活
動
の
物
的
宰
礎
で
あ
っ
て
、
生
産
力
快
復
の
た

め
の
基
礎
的
費
材
の
供
給
者

t
o重
要
償
命
を
も
っ
限
ち
に
於
て
、
日
本

輔
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

鋼

206 

18 

8.7 

終車陸直後(昭21:)Iこむける織鋼奨の豚動三和

316 

73 

23.1 

銑

No.7 

生産賃績

躍動車

第
宍
十
八
巻

第
四
・
王
拡

一一

資
本
主
義
の
平
和
的
な
再
建

品
程
仁
於
吋
る
需
要
な
設
割

の
梅
宮
者
で
あ
る
こ
と
は
、

決
し
で
否
定
或
は
無
直
し
え

な
い
。
し
か
も
軍
事
工
業
的

偏
向
乃
至
は
験
時
経
済
の
不

均
害
援
畏
い
か
一
一
間
仁
於
で
消

費
資
料
品
h
産
部
門
の
犠
牲
に

於
て
な
さ
れ
た
と
と
、
か
〈

で
ま
た
い
わ
ば
湖
上
口
」
資
本
主

義
を
支
え
る
支
柱
が
鞍
時
解

聞
の
準
国
民
に
伴
っ
て
貫
工
業

部
門
ド
ド
移
行
し
士
こ
と
等
仁

よ
っ
て
も
職
後
将
桝
の
復
面
(

い
か
根
本
的
改
革
を
要
求
す
る

色
の
で
な
い
限
b
、
日
本
館

鋼
業
の
再
建
を
要
請
す
る
も

の

t
あ
っ

t
こ
と
そ
知
り
得

ょ
う
。鞍
後
の
園
家
統
制
は
新
し

い
構
錦
町
下
に
港
行
き
れ
な

け
伺
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
職

山田亮三備考

O 
七



輔
鋼
補
給
告
に
闘
す
る
一
考
察

雫
経
了
と
と
色
に
帯
種
統
制
規
則
は
資
質
的
仁
陵
止
せ

ιれ
、
験
時
統
制

機
構
ば
解
臨
せ
し
め
ら
れ
、
(
主
な
私
自
と
し
て
は
蹴
銅
版
賓
時
式
官
位

と
日
本
購
輯
棒
株
式
骨
批
が
二
十
三
年
七
月
二
十
一
日
に
、
蹴
鋼
統
制
曾

が
阿
入
刀
六
門
医
麿
止
せ
ら
れ
た
)
戦
時
統
制
は
終
末
を
告
げ
七
か
ち
で

品
る
。
こ
れ
?
と
と
も
に
従
来
の
よ
か
L
の
関
家
統
制
を
陵
し
て
自
主
的
な

続
制
を
行
う
ペ
〈
昭
和
二
十
年
十
二
月
に
は
メ
ー
カ
ー
間
鴨
と
し
て
日
本

鏡
銅
協
議
舎
が
設
足
し
た
。
然
し
鞍
後
嗣
柏
崎
円
の
荒
縫
混
凱
ー
と
激
化
す
る
イ

γ
フ

ν
は
こ
の
よ
う
れ
一
自
主
的
統
制
に
委
ね
る
こ
と
を
許
き
す
、
昭
昭
二

十
一
日
中
二
月
の
金
融
緊
念
措
常
と
そ
れ
に
つ
づ
〈
新
物
使
政
策
を
皮
切
b

t
し
で
朝
刊
日
関
家
統
制
が
登
場
し

t
の
で
あ
る
。
聞
も
、
牛
語
及
び
流
通

面
じ
つ
い
f

日
二
十
一
年
↓
月
の
陥
時
物
札
R
K
H
給
調
整
法
仁
翠
〈
指
費
生

産
資
材
剤
世
間
帯
?
と
指
定
配
給
物
資
限
給
手
積
規
定
が
貰
雌
せ
ら
れ
、
重

要
資
材
仁
ろ
鍛
釧
に
つ
い
て
も
適
用
せ
ら
れ
に
。
こ
の
統
制
は
経
済
安
定

本

部

誼

湾

省

l
l業
者
の
腕
に
泊
っ
て
行
わ
れ
忙
が
然
し
そ
れ
が
、

極
め
て
不
徹
底
で
あ
つ
に
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。
他
方
債
括
面
に
つ

い
一
こ
ぷ
ご
十
一
年
一
二
月
新
物
債
障
zmkv
確
立
、
数
弐
に
瓦
っ
て
改
訂
せ
ら

れ
た
c

ま
た
安
定
静
物
資
含
決
定
し
、
二
本
建
の
債
格
憧
系
ぞ
設
定
し
て

之
に
謝
し
て
は
補
給
金
に
よ
る
悶
家
補
償
を
制
度
化
し
、
同
時
に
之
日
常
物

資
及
び
物
倒
統
制
の
事
務
を
行
う
機
関
と
し
工
一
一
十
ご
年
凹
月
は
降
準
官

聴
t
る
各
稿
六
世
間
企
設
置
、
鍛
鋼
は
お
茨
及
び
肥
割
以
外
の
安
定
梢
物
資

と
と
も
に
債
格
調
整
公
園
に
於
て
取
扱
わ
れ
に
。
更
に
ま
七
資
金
面
に
於

て
は
、
金
融
機
関
の
再
建
接
備
の
士
め
の
幾
多
の
措
置
を
行
う
外
、
一
一
十

第
占
八
十
八
巻

第
四
・
五
規

O 
f、

一
年
十
円
復
興
金
融
告
庫
法
ぞ
制
定
し
、
復
金
守
以
て
市
中
銀
行
の
融
費

用
雑
に
哨
〈
軍
要
慌
業
に
資
金
を
供
給
、
就
巾
右
衆
、
電
力
、
化
墜
或
い

は
鋳
鋼

ω
詩
企
業
に
資
金
提
助
を
符
つ
七
の
で
あ
A
V

。

以
上
の
諸
施
策
は
回
り
時
間
鋼
業
の
み
に
罰
す
る
政
策
で
は
な
い
が
、
そ

の
軍
勲
一
か
右
単
純
業
ー
と
蛾
制
業
に
置
U
Y

れ
た
こ
と
は
例
え
ば
二
十
二
年
に
採

用
せ
ち
れ
た
傾
料
生
産
方
式
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
。
践
暗
闘
世
間
復
興

の
貫
黙
を
襲
礎
資
材
提
供
者
で
あ
の
生
蕉
財
生
養
部
門
に
官
事
、
右
茨
、

母
銅
更
に
化
翠
肥
料
生
葎
部
門
に
強
力
な
闘
家
の
保
護
そ
加
え
、
そ
れ
よ

h
洞
究
滑
費
財
山
平
理
部
門
に
そ
の
再
建
過
粍
h
I
押
レ
ひ
ろ
め
お
と
い
っ
た

構
想
は
、
融
制
時
を
泊
じ
で
極
め

τ特
徴
的
な
産
業
構
浩
の
維
持
で
あ
り
、
従

っ
て
ま
仁
そ
れ
は
隈
時
相
川
占
資
本
山
間
家
の
手
に
よ
る
再
編
成
で
あ
る
。

殊
に
臨
時
純
情
の
頃
符
に
よ
っ
て
荒
陵
し
七
校
態
に
あ
っ
て
は
強
力
な
薗

家
財
政
白
支
援
世
間
接
的
に
必
要
と
し
に
の
で
あ
る
。
し
か
色
そ
の
中
で

餓
鋼
業
山
占
め
た
休
地
心
大
き
き
は
、
後
謹
す
る
よ
う
に
、
補
給
金
政
策

に
於
て
最
ち
明
白
な
姿
を
露
呈
叱
で
い
Z
の
で
あ
る
。

H

鞍
後
補
給
金
政
策
的
展
開

二
十
一
年
十
一
月
主
日
の
臨
時
閣
議
に
よ
っ
て
敵
討
せ
ら
れ
た
補
助
費

陵
止
申
問
題
日
同
月
二
十
四
日
ド
指
令
ぜ
ら
れ
た
「
職
時
利
得
波
取
に
闘

す
る
マ
司
令
部
品
百
吉
」
に
よ
っ
て
念
控
に
押
し
講
一
ゆ
ら
れ
土
。
之
は
職
時

利
得
税
の
計
書
及
び
政
府
貸
付
及
び
補
給
金
制
度
の
臨
阻
止
の
指
令
で
あ
っ

た
。
か
〈
て
崎
山
政
府
は
「
債
格
差
補
給
金
制
度
の
原
則
的
廃
止
等
の
絶

調
的
緊
綱
方
針
を
断
行
す
る
」
こ
と
壱
決
意
し
、
昭
和
三
十
-
年
度
以
降



昭和21年度以降5箇年間骨持議主主概略案(翠位百高岡)

匝 分 !唱和初年昭和21年昭和吋昭和田年同平一728021巾竺21-mf竺3B 1 
補助費 5.6引2.595I 1.781 I 1.461 I 1 
慣格差補助 2，774 I 1，013 I 529 I 209 I 0 I 0 
特時曾世年補助 「 130 川 100150150 

其の他 2，604 I 1，452 I 1，152 I 1，152 I 1，152 I 1，152 
一般行政費 2，131: 1，739 I 1，519 I l，o29 I 1，529 1 1，5却

歳財入源歳不出且差額引 1 ー)11，232 Icー)1 ，08 ー) !:l~5 I 344 I 772 I 1，035 
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輯
鋼
補
給
金
K
闘
す
る
一
考
察

-f 
の
一
財
政
五
ヶ
年
計

霊
に
於
て
削
弐
艇

減
し
、
一
一
十
四
年

度
以
降
は
杢
躍
す

る
議
定
仁
な
っ
て

い
士
。
が
然
し
事

質
が
乙
の
よ
う
な

計
賓
と
凡
そ
縁
遠

い
も
の
で
あ
γ

っ
た

こ
と
は
其
の
後
の

経
過
が
示
し
て
い

る
所
で
あ
る
。

肋
附
職
直
後
の
放

慣
な
財
政
支
出
に

よ
る
金
激
な
イ
γ

フ
ν
の
港
行
、
物

倒
騰
貴
、
加
通
秩

序
の
混
飢
等
由
中

に
園
民
経
済
は
異

常
な
速
度
で
崩
壊

え
り
塗
智
辿
っ
て

い
わ
い
ー
と
い
わ
れ
る

国立園骨圃書館調査立法寺杢局「わが間四補給告と財政」備考

官
時
、
戦
時
中
の
潜
在
購
買
力
が
消
費
財
じ
費
し
て
相
掛
的
に
大
き
〈
額

在
化
し
律
事
用
財
生
産
部
門
が
勤
時
中
の
荒
騨
仁
よ
る
縮
小
再
生
産
的
準
行
ー

を
脱
却
す
る
こ
と
い
か
加
来
な
い
よ
う
な
駅
間
に
照
合
し
て
、
各
企
業
は
流

通
過
程
よ
ち
す
る
利
潤
取
得
、
イ
シ
フ

V

利
得
の
雌
保
、
提
機
等
の
手
涯

の
安
易
な
方
法
を
選
ん
で
い
た
の
こ
の
時
期
ド
於
一
1
上
越
の
財
政
緊
縮
方

針
が
採
ら
れ

t
の
で
あ
る
が

T
然
し
現
賞
の
事
態
は
む
し
ろ
遡
に
イ
ソ
フ

ν
及
び
生
産
危
機
の
克
服
の
手
段
'
と
し
て
所
謂
安
定
帯
物
資
に
つ
い
て
白

補
給
金
政
策
の
登
場
主
市
し
た
の
で
あ
る
。
流
通
過
程
よ
b
の
イ

γ
フ
V

刺
得
の
接
待
が
企
業
本
来
の
利
樹
礎
得
の
形
式
で
な
い
己
主
は
勿
論
例
え

ば
大
織
銅
曾
祉
が
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
等
の
消
費
財
生
産
に
よ
っ
て
購
民
力

を
狙
つ
に
と
し
て
も
、
4

ぞ
れ
が
木
来
的
仁
企
業
再
建
白
方
策
で
な
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
営
然
生
賢
且
涯
に
お
け
る
剰
飴
償
値
の
形
成
と
そ

れ
の
宣
現
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
拘
ら
よ
う
、
そ
れ
を
困
齢
と
す

ろ
醗
後
事
情

l
Lイ
ソ
フ

ν
に
作
う
物
債
騰
貴
、
購
質
力
の
低
干
、
生
産

力
の
極
度
の
不
振
等
々
の
事
情
を
打
開
レ
、
直
接
的
に
は
生
産
さ
れ
た
債

値
申
賓
現
皆
保
認
し
て
生
産
財
生
産
部
門
を
豆
常
な
再
生
産
軌
道
仁
引
入

れ
、
他
方
物
債
盟
系
の
維
持
仁
よ
っ
て
漸
弐
園
民
経
済
の
快
復
品
涯
を
園

滑
な
勅
誼
に
の
せ
る
べ
〈
登
場
し
た
の
が
、
補
給
金
制
度
で
あ
っ

t
。
而

も
他
面
こ
の
制
度
肝
濁
哨
解
消
機
構
mv
再
建
T
意
味
し
に
こ
と
は
、
と
の

政
策
の
罰
象
仁
つ
い
て
み
て
も
明
か
で
あ
る
。

酔
明
後
補
給
金
政
策
は
一
一
十
二
時
三
月
の
第
一
戎
物
償
値
系
の
出
現
を
以

で
始
去
り
、
一
一
十
三
年
七
月
の
第
-
一
夫
の
樫
草
仰
を
以
て
本
格
化
し
、
二
十

第
六
十
八
巻

= 

第
四
・
j

卓
抜

0 
丸



輯
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四
年
法

UEV
ジ
・
ラ
イ
ン
に
到
る
ま
で
圏
民
一
世
情
に
大
き
な
比
重
宝

E

て
き
た
。
更
に
と
の
圏
内
補
給
金
の
他
仁
多
額
白
「
且
え

F
る
補
給
金
」

が
輸
出
入
物
資
に
つ
い
て
支
挽
わ
れ
て
居
り
、
始
め
て
明
示
せ
ら
れ
七
一
一

十
四
年
度
で
九
一
三
一
億

ω段
字
を
示
し
て
い
る
。

(
註
)
二
十
一
年
三
且
に
始
ま
る
物
償
惜
系
は
二
十
二
年
七
且
と
翌
年

大
・
士
汀
に
改
訂
乃
至
補
正
せ
ら
札
た
。
今
そ
の
概
略
を
示
す

と
、
第
一
夫
僅
系
で
は
某
準
作
究
A

昭
和
九
年

l
十
一
年
)
申
煩

持
。
十
倍
の
倍
率
陀
於
亡
債
格
を
企
定
、
補
給
金
は
最
山
少
限
度
比

止
め
、
石
山
寓
及
世
食
極
に
集
中
さ
れ
た
。
第
二
究
犠
系
で
は
基
準

年
次
町
六
五
倍
を
限
界
と
し
て
債
持
目
安
定
帯
を
設
け
二
本
建
白

伺
持
制
度
を
採
用
L
、
安
定
帯
物
資
(
特
庫
向
石
炭
錨
鋼
非
錨
金

属
、
肥
料
及
F
Y
1
ダ
友
)
に
謝
し
て
補
給
金
支
給
。
第
一
二
究
。

補
E
は
前
年
度
目
方
針
を
踏
襲
し
、
唯
償
格
旧
安
定
帯
E
基
車
年

次
mu

一一

O
倍
白
線
に
定
め
た
。

こ
り
補
給
金
政
策
は
、
一
方
に
於
て
復
金
融
資
と
い
う
園
家
資
金
に
よ

る
直
接
的
援
助
仁
裏
づ
け
ら
れ
、
他
方
で
は
傾
斜
生
産
方
式
の
探
用
と
之

に
伴
う
物
資
統
制
に
支
え
ら
れ
て
壱
士
炉
、
走
大
な
閑
家
賛
金
の
支
出
に

よ
る

E
大
蕉
業
中
心
の
再
建
方
式
は
物
債
安
定
の
構
想
と
の
矛
盾
を
摘
大

し
、
関
民
の
負
携
に
於
て
買
大
資
本
を
擁
護
す
る
性
格
を
も
も
、
世
の
践

し
い
批
列
ー
と
論
難
の
野
象
と
な
ら
ぎ
名
を
え
な
か
っ
た
。
而
し
て
昭
和
二

十
四
年
度
仁
は
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
碍
立
を
悶
て
政
策
の
一
犬
鴎
換
を
鈴

犠
な
〈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
解
関
の
自
立
、
闘
内
腕
捕
酬
の
安

第
六
十
八
巻

四

第
四
・
耳
揖

O 

職後債格調整費関豚支出(車位百高岡)

|昭和21年度|昭和畔度|昭和23年度 1昭和民年度

債格調整費 10，318 23，225 62，500 202，200 

安定帯物主主分 16，313 50，761 1.15，200 

輸入物資分 83.300 

そ Zフ 他 6，912 11，739 3，700 

物主要及物f質調整

遮J替事務取扱費 2，440 7.922. 

相舶 官補助金 1，569 3，310 6，500 6，267 
図鑑特別合計韓入 9，690 30，280 

通信特別官計糠入 4，833 6.926 

貿易賓金繰入 950 

T.!- 上 官十 A 11，RR7 44，448 114ヲ128 214，476 

歳出重量算綱領 B 119，087 214:お6 473，146 704，667 

AfB タ4 10.0 20.7 24.1 30.4 

No.9 



定
明
党
め
に
は
蛍
然
健
査
な
財
政
の
確
立
が
要
求
せ
ら
れ
、
機
来
白
イ

y

フ
V

政
策
よ
b
安
定
政
策
へ
の
移
行
ー
と
い
う
課
題
炉
賦
興
せ
p
つ
れ
た
の
で

品
忍
。
今
ド
引
y
d
・
ラ
イ
Y

に
つ
い
て
詳
説
す
る
遣
は
な
い
が
、
所
謂

「
竹
馬
髄
済
の
脚
」
で
あ
る
園
家
補
給
金
の
減
際
、
償
金
の
新
規
貸
付
禁

止
、
更
に
撤
回
補
給
金
司
際
止
と
聡
入
補
給
金
の
一
般
肯
計
負
擢
等
の
方

針
の
確
立
は
、
補
給
金
政
策
が
含
め
た
園
家
統
制
の
後
湛
骨
意
味
し
、
企

業
自
立
の
一
方
向
舎
前
面
に
押
し
出
し
に
。
持
圏
の
解
穂
乃
至
縮
小
、
統
制

品
目
の
整
理
に
つ
れ

τ、
補
給
金
が
削
減
乃
至
は
開
阻
止
さ
れ
七
渦
棋
を
概

(
註
)

括
的
に
み
れ
ば
一

O
表
と
一
一
表
に
あ
る
遁
b
で
め
る
。

(
註
)
一
一
十

=5年
度
に
比
し
て
二
十
四
年
度
目
晴
大
は
一
見
脊
異
に
思

わ
れ
る
が
、
之
は
従
車
の
よ
う
な
迫
加
濠
算
に
よ
る
支
出
を
挫
け

て
綜
骨
張
算
を
組
ん
だ
と
と
、
と
れ
ま
で
醸
さ
れ
て
い
た
搬
入
補

給
金
を
計
上
し
た
と
と
、
頁
に
ま
た
生
産
数
量
宇
輪
入
物
費
量
目

増
加
に
主
っ
て
補
給
金
細
川
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
上
る
と
考
え
ら

れ
る
。
市
も
そ
の
蓮
用
に
首
?
で
は
交
付
品
目
或
は
金
額
。
漸
衣

的
誠
般
に
-
よ
っ
て
節
約
す
る
方
針
を
と
っ
た
四
で
あ
る
。

h
，
慣
義
の
楠
給
金
に
つ
い
て
み
て
も
(
九
表
参
照
)
二
十
四
年
度
一
二

四
、
四
七
六
百
高
閣
に
比
し
て
二
十
主
年
度
は
九
七
、
王
三
四
百
菖
園
、

比
率
に
し
て
一
ニ

0
・
四
%
仁
罰
し
て
四
・
七
%
と
地
減
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

輔
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

J 

昭和24年度債格調整費節約額調(車位億闘〉

1-l所要輔匝
分 譲算額五時三日|泊年度骨| 計

A安定帯物責

石 炭 365 。 176，53 176.53 188.47 

錨 鋼 416 15.12 419.43 434.55 L::.. 18.55 

針目 28 。 14.00 14.00 14.00 

阻 料 174 7.80 221.57 229.37 ム 55.37

-'" 19 0.24 18.80 19.04 ム 0.04、ソ

BC轍ノ前帯ト年物入度主主物安音定資f 

1，002 23.16 850，33 8ケ3.40 128.51 

150 150.00 。 150目。。 。
833 。 731.51 731.51 101.49 

D~亙 37 。 37.00 37.00 O 

骨 音ト 2，022 173.16 1.618.84 1，792.00 230.00 

NO.10 

第
六
十
凡
巻

五

第
四
・
王
披

。印は噌加掴2 前掲書図曾圃書簡1 備考



融
制
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

債格調整費諜算品目別増減(皐位百高岡)

24年度重量算
2正部算4年藤年四差度度算補換額と品 目

首相醐割増需U る|骨理算 昔f

曲 鋼 25，900 γ3，987 ι16，290 57，697 31，797 

目巴 料 17，650 34，008 4，317 38，325 20，675 

y ー ダ 800 3，148 乙込 771 22，377 1，577 

重両 O 2，800 ~ 1，400 1，400 1，400 
特入産来向車決及v'轍 。 13，758 9，341 4，417 4，417 
盤 。 3，700 。 3，700 3，7QO 

食糧及び剖料 45，650 40，604 7，194 47，798 2，148 

工年度業安用定帯資物材資
。 15，191 ム 9，025 6，170 6，170 

q 前分 O 15，回D 2，316 17，316 17，316 

1車 官十 日0，000 20:J，:JOO ム 23，000 179，200 ~9 ，200 

No. Jl 

1 特産同君炭及ひ輸入炭は錯銅，!1l料 y戸ダ向を除〈

2 ム即位減少額 3一大蔵省「園町聾算J25年iより作成
備考

第
六
ナ
八
巻

~ 
ノ、

事
四
・
五
競

x
 

x 

X 

以
上
の
職
後
一
補
給
金
政
策
に
於
て
識
創
業
の
占
め
る
比
重
は
、
年
と
共

に
石
読
に
代
っ
て
大
き
〈
膨
脹
し
、
夏
仁
そ
の
削
減
岨
桂
仁
於
て
も
比
較

的
残
存
性
が
強
〈
、
織
州
制
業
に
拠
出
す
芯
園
家
財
政
に
よ
る
援
助
の
大
い
さ

は
し
ば
し
ば
注
自
せ
ら
れ
ま
紅
論
ぜ
ら
れ
て
い

40tこ
ろ
で
め
る
。
今
そ

の
鰐
緯
問
題
貼
に
つ
い
で
章
を
改
め
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

何
士
山
川
弘
勝
、
前
掲
害
、
山
田
亮
三
、
前
掲
害

〆

四

戦
後
鍛
鋼
補
給
金
白
分
祈

E

種

類

上
述
し
て
き
仁
補
給
金
制
度
仁
於
一
」
大
き
な
存
在
世
一
訴
し
て
い
る
鍛
剣

補
給
金
仁
は
ど
の
よ
う
町
田
山
類
の
も
の
が
あ
っ
士
か
。
今
補
給
金
が
如
何

な
る
種
類
仁
分
け
得
る
か
を
考
察
す
る
場
合
、
問
接
債
格
構
成
の
要
素
と

な
る
べ
き
品
目
に
劉
寸
ろ
補
給
金
仁
問
題
を
以
官
す
る
。
然
る
限
り
に
於

て
は
、
鍛
釧
補
給
金
は
之
を
大
別
し
て
安
定
都
物
資
補
給
金
(
圏
内
補
給

金
)
?
と
し
て
の
餓
剣
補
給
金
、
特
定
産
業
向
石
茨
補
給
金
及
び
輸
入
補
給

金
の
三
つ
仁
丹
付
る
こ
と
い
か
で
き
る
。

先
守
圏
内
補
給
企
に
つ
い
て
は
、
銑
鏡
、
外
買
鋼
材
半
製
品
及
び
完
成

品
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
て
居

b
、
鋼
材
仁
つ
い
て
は
普
通
鋼
に
限
定
さ
れ

{話
d

ま
仁
聡
出
「
ド
向
け
ち
れ
る
も
m
H
に
は
支
給
き
れ
な
い
。
之
が
本
来
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
の
鏡
銅
補
給
金
で
あ
る
。

(
註
)
昭
h

和
一
一
十
二
年
十
一
月
の
轍
鋼
腕
係
補
給
金
算
出
に
闘
す
る
責



料
中
。
品
目
を
み
れ
ば
究
の
よ
う
に
な
ウ
て
い
る
。
師
ち
、
棒

鋼
、
厚
板
、
普
話
線
材
、
特
昧
親
材
、
薄
板
、
鍋
力
、
帯
鋼
、
高

萩
仕
上
鋼
板
、
珪
素
鋼
板
、
ガ
ス
替
、
一
般
管
、
魁
軌
線
、
重
軌

僚
、
丹
輪
、

w，
ム
リ
'
Y
グ
パ
:
、
サ
ッ
シ
ェ
バ
1
、
銑
銭
(
商
慣

¥
及
び
電
無
煙
)
、
引
抜
鋼
管
、
伸
画
、
そ
O

他

更
仁
特
定
産
業
向
石
族
補
給
金
が
あ
る
。
之
は
動
力
源
と
し
て
の
石
炭

の
買
要
産
業
に
罰
す
る
影
響
の
大
き
い
事
貴
仁
鑑
み
、
特
に
重
要
な
産
業

で
そ
白
製
品
町
一
掠
債
中
石
炭
費
の
占
め
る
割
合
の
大
き
な
産
業
(
特
定
摩

業
)
に
到
し
て
特
別
慣
絡
で
阪
賢
し
、
一
般
消
費
者
債
格
と
の
↑
差
額
を
園

麿
よ
b
既
炭
公
園
に
補
償
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
之
は
ま
七
同
じ
副
議
と

し
て
明
石
茨
と
電
力
の
債
格
の
政
行
的
朕
匙
(
基
準
年
究
に
劃
し
て
炭
慎

一一
T
U
O倍
、
電
力
は
僅
か
三

O
倍
)
脅
是
E
す
る
意
困
を
持
っ
て
い
た
と

色
い
わ
れ
て
い
品
。

最
後
仁
轍
入
補
給
金
に
つ
い
て
は
、
之
が
噛
且
算
ド
明
示
せ
ら
れ
る
よ
う

じ
な
っ
た
の
は
昭
和
一
一
十
四
年
度
か
ら
で
、
一
一
十
四
年
四
月
=
六

O
園
岱

替

ν
l
ト
の
決
定
以
前
じ
は
貿
易
資
金
の
不
分
朗
な
操
作
に
よ
っ
て
覧
質

的
に
は
補
給
金
が
支
給
さ
れ
て
い
に
。
即
ち
輸
入
物
資
企
貿
易
資
金
特
別

費
引
を
遁
じ
て
寅
却
し
か
く
て
得
仁
質
上
代
金
は
輸
出
入
物
資
仁
謝
す
る

補
償
に
使
用
せ
ら
れ
、
入
超
仁
よ
っ
て
黒
字
句
と
な
る
べ
き
同
質
討
が
赤
字

と
な
る
収
陸
で
品
つ
仁
。
こ
の
不
明
朗
な
操
作
は
ド
ッ
ジ
・
ヲ
イ
ン
で
改

善
せ
ら
れ
、
三
十
四
年
度
よ
り
米
園
劉
日
援
助
見
返
資
金
特
別
曾
計
及
び

貿
易
特
別
曾
計
の
設
置
、
貿
易
資
金
特
別
曾
計
の
波
止
L
共
仁
、
輸
出
補

輯
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

給
金
を
匿
し
聡
入
補
給
金
を
-
股
曾
計
よ
b
繰
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
仁
。

織
銅
両
市
と
し
ー
は
、
聡
入
銑
鏡
、
織
続
石
及
び
石
炭
仁
つ
い
て
支
惜
せ
ら

れ
て
い
る
(
但
し
ニ
十
=
年
度
ま
で
は
マ

ν
ガ
シ
、
武
晶
石
そ
自
他
の
轍

入
副
原
料
に
つ
い
て
も
支
給
せ
ら
れ
て
い
た
)

H

験
後
鏡
銅
補
給
金
の
経
緯

験
時
中
の
鍛
銅
債
格
は
銑
鏑
卜

y
嘗
り
八
一
岡
、
丸
鋼
ト
ン
常
b
一
入

九
固
E
抑
え
ら
料
、
そ
れ
と
生
産
ヨ
ス
ト
の
差
額
が
債
格
調
盤
補
給
金
と

し
て
支
給
さ
れ
た
こ
と
は
上
速
の
所
で
品
る
が
、
職
後
二
十
年
度
下
期
を

以
て
補
給
金
徹
底
と
同
時
仁
之
に
伴
う
債
持
政
引
が
行
前
れ
た
。
こ
の
一
債

格
は
、
年
産
銑
織
六

O
蔦
ト
ン
、
鋼
材

T
1
0菌
ト

Y
E理
定
量
と
し
、
来

稼
動
設
備
は
債
格
に
織
込
ま
な
い
と
い
う
建
聞
が
採
ら
れ
、
特
じ
生
産
保

伴
の
悪
口
一
一

O
年
下
期
に
つ
い
て
は
補
給
金
炉
支
給
せ
ら
れ
る
こ
こ
ζ

な

つ
わ
。
然
し
7

」
の
公
定
債
格
色
、
イ
シ
フ
レ
の
准
行
と
柚
既
定
生
産
量
の
過

大
評
優
等
の
た
功
に
採
算
が
と
れ
中
、
翌
二
十
一
年
三
月
物
侵
憧
菜
仁
捺

て
改
訂
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
場
令
鍛
制
は
議
定
生
産
量
を
銑
鍛
年
産
五
八
高

l

y
、
普
通
釧
々
材
主

O
高
ト

y
ト
し
、
基
準
h

羽
衣
仁
謝
し
て
銑
鍛
二
七

倍
、
棒
鋼
二
九
倍
と
他
的
公
定
物
慣

A
h相
甥
的
仁
高
い
債
格
昔
決
定
し

た
。
然
し
こ
の
債
格
で
も
生
産
不
振
や
原
俊
高
等
の
士
め
に
企
業
に
は
走

大
な
赤
字
を
生
じ
、
こ
の
よ
う
な
朕
態
に
潤
し
て
補
給
金
支
給
の
問
題
が

浮
び
上
b
‘
織
銅
協
議
舎
と
各
一
白
醸
の
問
f

協
議
折
節
目
末
、
暁
時
中
軍

の
保
有
し
て
い
h
L
特
殊
物
件
仁
つ
い
て
二
十
年
十
一
一
月
及
び
翌
年
一
二
月
日

債
椅
改
訂
に
仲
う
在
庫
品
の
債
格
差
益
金
よ
り
債
持
手
術
資
金
と
し
て
赤

第
六
十
八
巻

七

第
四
・
五
披
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21年3月改訂にいたるまでり繊鋼債格(車位同)

品 鰭 ~~ ペース i昭和1阿且 昭和畔瑚|昭和2附月
棒 室開 19=m 189 1，680 2600 

厚 板 12タ 223 1，960 3，030 

薄 板 1.6チ 269 2，430 3，760 

普逼線材 5.5タ 194 2，000 ;noo 

鋲 力 0.3141- 443 3，570 5，520 

瓦 新 管 3 1}2吋 338 2，890 4.，470 

帯 調司 2.7mm 21ミ9 2280 3，530 

重 軌 {車 50kg 206 1，680 2，600 

輯 軌 fi医 10kg 208 1，850 ~，850 

製鋼 用 銑 2揖 81 830 1，300 

No.12 

鋼材{且柴部資料kり

第
六
十
八
巻

第
四
・
五
競

四

備考

二
三
八

字
補
限
の

f
め
に
支
出
さ
れ
る
こ
と
ド

t
h、
鰻
鏑
仁
つ
い
て
の
一
十
二

年
度
慎
格
差
待
納
付
金
申
普
通
側
の
莞
翁
は
生
葎
者
の
損
失
補
墳
の
一
仁
め

免
除
Z
れ
る
官
法
令
で
保
誼
き
れ
仁
旧
で
あ
る
(
但
し
特
珠
銅
は
債
格
改

訂
な
し
)
か
く
て
そ
の
支
給
櫓
穎
は
、
一
一
十
-
年
八
月
よ
り
=
十
一
一
年
三

月
ま
で
の
分
に
劃
し
て
四
壬
0
0
0寓
園
、
=
十
一
平
凹
月
よ
hJ
ポ
月
ま

で
の
分
に
劃
し
て
は
三
一
二
ニ

0
0菖
固
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

然
し
そ
の
聞
に
も
生
産
費
ー
と
慎
格
と
の
嘉
離
は
森
々
大
き
く
な
り
、
イ

γ
フ
レ
は
悪
性
化
す
る
一
方
で
、
乙
f

」
に
球
肘
は
ご
十
二
年
七
月
杢
雨
的

な
債
格
改
一
訂
を
行
フ
亡
。
蛾
鋼
仁
於
て
も
他
の
安
定
帯
物
賓
と
同
様
に
消

費
者
債
格
と
生
産
者
倶
格
の
二
本
建
が
採
用
さ
れ
、
見
込
生
声
量
(
二
十

ニ
年
七
月
ニ
十
一
一
一
年
一
一
-
且
)
銑
銭
=
一
五
寓
ト

γ
、
鋼
材
五
O
寓
ト
ン
昔

前
提
ー
と
し
て
償
格
引
上
げ
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
一
般
曾
計
よ
り
補
給

金
が
支
給
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
本
格
的
な
鈴
鋼
補
給
金
支
掛
韓
制
い
か
確
立
せ

色
れ
士
課
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
鋳
鋼
業
自
韓
の
問
題
と
し
て
み
れ
ば
偲

令
園
家
財
政
白
支
援
に
よ
墨
に
し
ろ
、
イ
ン
フ
レ
利
得
的
陸
得
か
巳
生
産

に
よ
4
0
利
潤
確
保
へ
叩
移
行
を
意
味
し
七
と
い
え
よ
司
王

然
し
な
が
ち
三
十
二
相
汁
七
月
改
訂
の
蟻
鋼
債
格
も
同
年
度
各
期
の
潟
水

に
よ
あ
電
力
飢
僅
、
賃
銀
闘
手
、
物
債
面
同
等
の
た
め
に
結
局
は
三
十
三
年
六

月
の
物
債
補
症
に
ま
で
至
ら
担
ば
な
ら
な
h
y
v
つ
f
o
こ
の
時
の
楠
五
日
前

阿
の
方
針
を
踏
襲
し
、
午
問
翠
定
生
産
量
銑
鍋
六
七
蔦
ト
ン
、
鋼
材
入
目

高
ト
ソ
を
前
提
と
し
賃
銀
、
石
田
川
等
白
樺
込
債
格
算
定
の
上
使
格
を
改
訂

之
に
障
じ
て
補
給
金
堕
債
を
決
定
し
た
の
で
あ
あ
O

こ
の
よ
う
に
し
で
支



第二夫及び第三夫物調時来における鍛鋼債格(軍仲田)

I ~- A I一一[田牛6 訂憤品 f重 ~U ベース 古寺、苦 I持管I補給金持君I雪干君 I補給金

葎 制| 19mm 10，510 5，990 4，520 21 3口0 10，120 11，180 

厚 杭 12タ 12，670 7，250 5，420 24，070 12，2由。 11内20

薄 板 1.6タ 15，270 8，690 6，580 30，160 14，690 15ヲ470

普語る5材 o，5タ 12，.剖O 7，010 5，330 出 β10 11，8oO 12，960 

章式 力 0.314止 23.060 13，120 9.940 63，740 38，200 25，540 

瓦斯智 3 1/2吋 17，660 10，060 7，600 38，090 17.000 21，090 

帯 鋼 2.7mm 13，520 7，730 I 5，790 27，940 13，060 14 制~j
重軌傑 55kg 12，680 7 ， 2~刊 5.430 26840 1:t250 14590 

唖軌傑 10ク 11，510 .24，62'0 11，130 13，490 

製鋼lfJ銑 2韓 I6，750 3，050 I 3，700 15，080 3，600 

No，13 

組
鋼
補
給
金
位
闘
す
る
一
帯
事

出
さ
れ

t
補
給
金
額
は
、
二
十
=
年
度
一
=
、
八
七
三
百
菖
圃
、
一
一
十
三
年

度
二
O
、
九
九
一
二
百
高
圏
と
い
う
走
大
な
殿
宇
を
示
し
て
い
る
四
で
あ

る。

鋼材倶業部委料上り

ド
ザ
ジ
均
衡
財
政
心
確
立
の
見
透
し
が
つ
吋
ら
れ
て
先
す
最
初
に
行
わ

れ
た
り
は
ご
十
四
年
凶
月
の
半
製
品
に
針
す
る
補
給
金
の
削
減
と
之
に
伴

う
債
格
の
改
訂
で
品
り
、
生
産
者
債
絡
は
平
均
一
一
一
%
の
卸
下
が
符
わ
れ

に
n

然
L
本
格
的
な
削
減
は
弐
の
九
月
の
石
茨
補
給
金
撤
麿
よ
り
始
ょ
っ

士
。
邸
も
、
こ
の
結
果
'
と
し
て
企
業
合
理
化
を
夫
々
一
O
%
見
込
ん
ピ
上

で
生
産
者
償
絡
を
銑
織
一
一
一
一
%
、
鋼
材
一
八
%
引
上
げ
、
同
時
ド
消
費
者

債
格
も
一
O十
1
4
F
及
び
三
六
%
引
上
げ
た
。
更
に
ご
十
五
年
一
月
に
は
第

三
夫
の
措
置
と
し
て
同
剛
九
石
田
此
補
給
金
並
び
に
銑
銭
補
給
金
山
削
減
が
行

わ
れ
、
生
産
者
関
絡
は
銑
銭
入
%
、
鋼
材
一
一
%
、
消
費
者
慎
格
は
夫
々

三
一
%
引
上
げ
七
。
ま
た
第
四
+
丸
山
措
置
は
ご
十
五
年
七
月
に
鋼
材
補
給

金
そ
杢
臨
し
、
こ
れ
と
と
も
に
銑
鍛
補
給
金
を
平
均
一
1
0
%
削
減
、
銘
五

共
?
と
し
て
は
、
十
月
に
再
び
銑
鑑
に
つ
い

τ削
減
を
行
い
、
ご
十
六
年
四

月
以
降
は
全
面
的
に
撤
陵
を
待
っ
た
の
で
ゐ
る
。

鞍
径
の
園
家
財
政
に
於
て
極
め
て
特
徴
的
な
性
格
は
終
戟
障
理
費
と
補

給
金
り
潤
い
か
極
め
て
大
き
〈
、
往
時
の
軍
事
費
に
匹
敵
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
中
で
も
補
給
金
は
格
動
慮
理
費
と
は
逆
に
ド
ッ
ジ
暗
闇
非
に
到
る

ま
で
糊
宍
膨
脹
し
て
い
っ
た
。
そ
り
'
っ
ち
で
も
鍛
鏑
補
給
金
の
額
は
ご
十

四
年
度
ま
で
増
大
の
一
塗
を
辿
川
、
特
に
一
六
表
に
あ
る
よ
う
に
、
安
定

常
物
資
中
に
占
め
る
比
重
は
大
き
〈
、
ぞ
の
支
面
的
性
格
ぞ
示
す
と
と
色

一
一
豆

備考

第
六
十
八
巻

= 
丸

第
四
・
豆
輯
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軍5喜定説~<自民匿十時 1 軒時

(車位田)

日

，，、
健咽叫肘

回目司法
唱
喝。

閉山田
小
明ピベt十，，、時

補給金制成過程l二おりるる鍛錬公定債格白推移

• 

ドペ

棒 鋼 Hhnm 

厚 主置 12タ

蒋 板 1.6ク

普詔親材 5.5 ? 

備寺鋼材倶架部資料より
(柑1
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No. 15 債格調整費丙謬 (車位官寓国)

日正一円九
(5，291) 
36.500 
(5，429) 
41，600 
(361) 
2，800 
(3，151) 
]7，400 
(ケ22)
1，900 

(15，舶~)
100，200 
83，300 

24年度補正珠算

~ WJi I 

18，769 20.9 

13，702 

800 

33，271 

56，729 

合 計 2::;ぃ:j;;;;11;:jJ;::14ぷ:I 1ぷ90そ 出 イ也

、2 
9
0
 
1
 

楓歳出問吋ガ 10.8 7| 孟「つJ
備考1.( )は前寺度繰越分但L④は含まれない

2 園立園官圃書館，前掲書及v'大議書「園田重量算25年度」よ P作成

事患寵傘唱~豊か"!l骨髄

‘/  

機4く+<噛 Ilml 法毘・附豊富 1 1平



錨
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

安定帯物費補給金中の害物委向補給金の相聖母的比重(%)

22 23 24本 24補 25 

茨 59.2 31.6 36.3 22.4 君

輯 銅 23.7 41.2 40.8 47.8 56.4 

非醐金属 5.0 5.1 2.8 1.7 

阻 料 11.1. ，i 20.1 17.8 25.5 41.2 

y 同 ダ 1.0 2.0 2.3 2.6 2.4 

言十 100.0 1{)0.0 100.0 100.0 

No. 16 

No. IB鍛銅同石衆怖引傾(トン賞り国}

|ー舵慣格闘向間格|帥楠崎

総入提 2，900 

特一斑提 4，621 1，407 3，214 

特ニ揖決 4，513 1，382 3，131 

食生盟炭 2，023 3，069 

一般競 1，997 2，973 

瞳型計
600 

1000 

No.17 

22年，7月

E均年 6月

第
六
十
凡
巻

5暁~り「鱗銅J1巻備考

四

策
同
・
五
掛

特定産業向石炭補給金(鍛銅分)

|、数量(裸)1消費者慣格l消費者債格帥金早倒補給金銅
jJユ円I 円円 12.0四60円

闘 同 茨 4.500 I 2.680 I 12， 
(ド] 車車 計) . (12，6~0) (2，680) (30，200) 

職 入 炭 1，6{JO 3，258 5，213 

(伺 楓 言十) (1，920) (3，258) (6，000) 

計 6，100 17，273 

(同 車血 吉干) (14，160) (36，500) 

No. 19 

' .... 
給
さ
れ
る
哩
障
で
め
る
が
、

一
七
及
び
一

λ
表
は
特
産

向
石
炭
の
侭
債
格
を
如
賞

に
一
目
し
て
い
る
。
守
二
十

四
年
度
本
晴
朗
算
L
つ
い
て

織
鍋
向
石
田
A
補
給
金
を
み

れ
ば
一
九
表
の
遁
り
で
あ

る
。
然
し
こ
の
補
給
金
は

一
一
十
四
年
八
月
世
以
で
踊
阻

止
せ
色
れ
た
。
仁
が
注
意

す
ペ
き
こ
と
仁
は
、
こ
の

補
給
金
色
織
銅
製
品
の
場

合
1
こ
間
際
ド
銑
繊
及
び
普

遁
銅
々
材
に
限
ら
れ
て
お

り
特
殊
鋼
向
石
茨
は
支
給

の
枠
よ
h
J

外
さ
れ
て
い
る

の
で
ht45t
。

(
註
)
と

ζ

に
、
普
描

銅
L
C

特
珠
鋼
の
兼
業

メ

l
B
ー
が
普
通
鋼

用
に
安
い
債
格
で
右

茨
ゃ
買
入
れ
之
を
軒



殊
鋼
用
に
使
用

す
る
と
い
う
非

難
町
田
明
援
が
あ

る。

ι

一
銭
鋼
向
嬬
入
補
給

金
じ
つ
い
て
は
、
二

十
四
年
度
よ
り
一
段

曾
計
課
算
に
計
上
さ

れ
る
と
と
も
に
、
支

給
せ
巴
れ
る
品
目
も
銑
銭
、
石
茨
、
及
び
競
鎖
右
に
限
定
せ
ら
れ
た
こ
と
は

上
記
し
た
所
で
め
る
。
今
一
一
十
四
年
度
以
前
の
聡
入
婦
剣
原
材
料
に
掛
す

る
補
給
辛
が

E
の
よ
う
な
吠
態
一
い
あ
っ
た
か
E
確
↑
い
知
る
術
も
な
い
が
、

・
丈
肱
省
主
計
局
の
推
計
に
1
0
る
と
、
二
十
=
一
年
度
で
は
二

O
表
の
よ
う
な

額
が

t
ン
嘗
り
支
出
さ
れ
て
い
仁
左
い
わ
れ
令
。
之
が
二
十
四

4
度
で
は

二
一
表
日
通
り
で
あ
る
。
然
レ
コ
十
四
年
度
以
降
幾
度
か
の
補
純
金
削
減

に
件
う
畿
鋼
憤
椅
の
引
上
げ
や
そ
の
他
生
産
技
術
の
改
善
な

E
ド
ょ
っ
で

総
入
原
材
桝
の
債
絡
を
必
す
し
も
低
位
に
抑
え
る
必
要
も
な
く
な
っ
に
仁

め
仁
、
=
十
五
年
度
計
上
き
れ
に
銭
銅
原
材
料
向
総
入
補
給
金
は
殆

E
支

掛
わ
れ
な
か
っ
七
と
色
い
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
と
こ
ろ
で
明
か
な
よ
う
に
直
接
的
及
び
間
接
的
補
給
金
は
極
め

て
諸
大
な
額
を
一
目
し
て
い
F
Q

。
こ
れ
等
三
種
の
補
給
金
が
一
極
漁
算
に
計

上
さ
れ
た
=
十
四
年
民
に
於
て
鑑
鍋
商
品
に
使
用
さ
れ
る
原
材
料
及
び
製

腕入補給金車慣

君 来 3戸1~
鏑 鎖 右 3，914 

銑 織 16，200 

~ 0/ ヵー y .，j畳 7，9o2 

方え 品 宥 10，300 

マグネシア 79 10，000 
シカー

No.20 

錨
銅
捕
給
告
に
闘
す
る
一
考
察

E4年度鏡銅向稀入補給金

国 竺L乙'"且土L竺1ft I 
丸 量平トシ|も 1，675 I ]，600 120 

現行貿易臨慣楕円 6，640 I 7，949 29，050 
現行貿易曜排下情楕阿| 掛oI 4，835 I 3，960 
補給金翠慣 'J i 4，390 I 3，114 I 26，090 
補給金額宮刑 7，328 I 4，982 I 2，505 

1巻 5披

24年度鍋鏑商品仁使L用される債格調整費

i 慣椅調整費 |主主明言書 l
41.耳「「-1iiZ
17，273 -8.9 

73.712 36.7 

No.21 
第
六
十
八
巻

四

14，839 

備考 「鍋鋼J

No.22 

第
四
・
五
輯

串

% 
56目5

23.4 

20.1 

100.0 

上t

銑輯及鋼材補給金

石|提補給金

輪入原料補償

言-1'

:Jt， 

「輔鋼J1巷 5挽備考



〆
/ 

錨
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
事

事
六
十
八
春

四
回

債椅調整諜算品目別内課(草枕百高岡)

話年度』 担年度目 仲間
珠 算 醐額l内需に品る1合計 l麓度輔算と2の5差年

1ti 
13，987 帯電17，500 L 2，364 15，136 1，149 

。 1，100 311 1，411 1，4J.l 

4，624 22，300 1，056 23，356 18，732 

師金向制備裁補e給:1
158 700 ム 175 525 367 

O 12，194 ム 6，258 5 ，~3ß 5，936 

1，955 10，336 L 6，000 4，336 2，381 

銅 銑輯 μ 輯曲石!| l 
512 2，505 ム 900 1，515 1，003 

1，664 7，352 ム 1，870 5，482 日1R

舎 言干 25，900 73，987 L 16，290 57，697 31，797 

胞 軍司 17，650 34，008 4，317 38，325 20，675 

ソ 同 タ' 800' 3，148 A 771 2，377 1.，577 

銅 。 2，800〆ム1.，400 1，400 1，400 

震産向石決問機入 。 13，γ58 L::. 9，341 4，417 4，417 
/ 

そ Zフ f也 45，650 59，495 ム 1，831 57，668 12，018 

前年度安定帯物資分 。 15，000 2，316 17，316 17，3fo 

五島 計 的，000 i 202，::!OO d 23，000 三179平20明0 89，200 

No.23 

第
四
・
五
盟

1 特産向右決7l<V'轍入謙一一鎖銅，肥料，ツ同ダ向を除〈

、2 その他とは盟，食糧及。飼料，工業用費材

3 大破省「園の殻算:15年度Jより11'成

備考

O 

品
に
到
す
る
補
給
金

K
調
べ

る
と
一
一
一
一
表
白
通
り
で
、
全

便
格
調
整
費
の
三
六
・
、
七
%

と
い
う
大
き
な
比
荒
ん
4
占
め

て
い
呂
こ
ー
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
が
同

h
二
十
四
年
度
補
正

理
算
及
び
-
一
十
五
年
度
強
算

に
於
で
節
減
せ
ら
れ
た
跡
は

主
士
一
表
白
示
す
所
で
、
楠
入

食
糧
及
び
飼
民
に
罰
す
る
補

給
金
目
柁
劉
的
培
止
を
別
と

し
て
、
錦
川
削
向
補
給
金
の
重

要
な
位
地
に
鑓
り
は
な
い
と

い
え
為
。
(
閏
よ
り
之
畢
回

数
字
仕
強
算
額
で
あ
っ
て
賃

隈
の
支
梯
輔
は
現
寅
白
補
給

金
撤
寝
過
程
に
伴
っ
て
異
っ

て
い
る
自
で
あ
る
)

以
上
の
数
字
的
例
謹
で
も

明
白
な
よ
う
に
、
補
給
金
政

策
に
於
て
そ
の
支
図
的
地
位

を
占
め
た
鑓
釧
業
に
劃
す
る

、



補
給
企
は
、
殴
後
経
済
白
快
復
温
和
が
そ
の
河
賭
JT
奈
換
に
置
い
あ
凡
か
を

推
察
せ
い
め
る
も
の
で
、
生
葎
手
段
生
産
部
門
的
某
幹
脅
業
と
し
で
量
産

業
の
基
礎
的
素
材
提
供
部
門
た
る
織
鋼
業
は
、
ぞ
の
帯
用
要
性
に
よ
っ
て
こ

の
k
う
な
補
給
金
支
出
町
最
重
要
な
針
換
に

b
得、

hr
〈
て
ま
忙
貫
工
業

中
心
の
締
漕
再
建
品
存
は
、
侭
債
持
由
競
鋼
商
品
守
塞
礎
と
し
て
再
生
産

の
税
遁
に
菜
、
り
つ
つ
、
他
面
慣
値
法
則
の
貰
徹
号
阻
害
す
る
高
い
申
驚
費

|
|
そ
れ
は
迦
に
す
れ
ば
低
債
格
!
ー
が
、
間
家
財
政
と
い
う
不
分
明
な

梓
揺
の
な
か
に
粉
れ
込
ん
で
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

m
健
格
構
成
上
よ
り
み

t
補
給
金

前
簡
で
み
士
よ
'
一
つ
に
財
政
土
極
め
て
大
き
な
比
置
を
示
し
七
鎖
倒
向
補

給
金
は
し
か
巴
ば
慎
格
構
成
上
E
の
よ
う
な
比
置
を
も
っ
て
い
る
か
。
以
ー

下
若
干
そ
れ
守
分
析
レ
て
み
よ
担
。

生
産
者
債
格
及
び
需
要
宥
債
格
を
決
定
す
る
に
際
し
で
は
、
民
間
業
者

の
提
供
す
品
原
債
計
算
の
費
斜
ぞ
墨
礎
と
し
F

担
保
骨
量
で
加
重
算
術
斗

均
す
る
こ

E
仁
よ
っ
て
生
産
者
債
格
を
決
定
す
る
。

(
註
)
と
白
場
合
資
料
提
供
者
は
主
と
し
て
豆
大
メ
ー
カ

t
、
就
中
一

貫
メ
ー
カ
ー
=
一
祉
に
限
ら
れ
、
特
珠
的
に
は
帯
鋼
に
お
け
る
目
亜

製
鋼
、
拭
力
k
h相
け
る
東
津
鋼
板
撃
が
選
問
れ
る
。

そ
れ
k
他
面
物
侵
睦
燕
と
の
関
連
に
於
て
安
定
神
物
資
と
し
で
決
定
さ
れ

る
需
要
者
債
格
ど
の
差
額
を
製
品
草
作
嘗
り
補
給
金
と
し
て
公
定
す
る
の

で
あ

h
、
h
y
f
て
究
の
よ
う
な
等
式
が
成
り
立
つ
。

議
甜
昨
胤
附
掴
淘
U
昨
開
地
口
同
町
商
議
捌
糊
坤
内
田
商
議

蝿
鋼
補
給
金
に
閥
ず
る
一
考
察

U
同
樹
齢
]
『
〈
)
出
頭
議
l
瓢
咽
持
可
。
図
画
輩

。
司
惑
議
問
(
)
国
司
議
H

繭
瑚
ー
ー
で
+
山
阿
国
曲
師
同
議

こ
の
よ
う
な
補
給
金
車
債
、
縫
っ
て
ま

t
生
産
者
償
絡
の
決
定
に
際
し

て
年
間
抽
既
定
申
産
量
、
換
業
段
、
原
料
配
合
比
そ
の
他
い
か
前
提
司
れ
る
が

之
等
が
園
民
解
慣
の
推
移
や
銭
鋼
業
同
種
の
鍵
移
に
つ
れ
で
鑓
化
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
今
こ
の
前
提
候
件
の
健
化
を
極
く
概
括
的
じ
一
目

A
ザ

1c
、一十
一
年
一
一
-
月

一
、
議
官
生
産
量

y
 

銑
銭
守
護
五
八
高
ト
ン
、
鋼
材
年
産
五

C
高
ト

三
、
賃
銀
日
収
)
一
圃
二
七
鏡
、
月
牧
三
九

O
圏

三
、
製
詑
原
慣
に
類
し
て
二
一
一
%
の
利
潤
を
認
む
。

三
十
三
年
七
月

一
、
見
込
生
産
量
(
七
月
1

二
十
三
年
=
一
旦
)
銑
銭
一
エ
宜
高
ト
y
(
年

産
四
七
高
ト
ン
)
、
鋼
材
五
O
菖
ト
シ
(
年
産
六
七
高
ト
ン
)

一
一
、
茨
領
補
給
金
を
莞
引
事
大
0
0園

一
ニ
、
賃
銀
平
均
一
一
、
主
主
O
園
を
織
込

回
、
利
潤
は
計
上
せ
す
。

三
十
三
年
六
月

て
年
間
抽
既
定
生
産
量

ン

銑

錨

六
七
高
ト
シ
、
鋼
材

八
四
高
ト

第
六
十
八世二
巻

霊
玉、

O
一
一
一
国
(
時
間
井
方
%
を
加
え
て
主
、
一
一
一
八
八

四
五

第
四
・
五
貌



闇
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

岡
)

=
一
、
石
炭
特
産
向
一
、

0
0
0圃

=
十
四
年
四
月

-y生
産
見
込
敷
量
銑
銭
、
-
九
O
蔑
ー
に
鋼
材
、
一
九
二
高

ト
シ
、
(
但
し
債
格
算
定
自
た
め
の
数
量
は
夫
々
丸
一
一
了
六
区
、

大
士
・
士
百
)

=
、
努
賃
八
、
九
四
回
闘

と
な
っ
て
い
る
が
、
回
り
乙
れ
f
け
が
前
提
と
な
っ
て
い
あ
課
で
な
〈
、

ま
仁
そ
の
時
々
の
政
治
的
意
聞
に
よ
っ
て
も
少
か
ら
ぬ
影
響
を
受
付
て
い

る
で
あ
ろ
う

ζ
Eは
録
保
に
難
く
な
い
。

今
こ
の
よ
う
な
債
格
決
定
日
根
低
仁
在
る
種
々
¢
事
情
は
班
と
し
て
、

鰭
果
的
に
表
わ
さ
れ
た
数
字
仁
つ
い
て
生
産
者
債
格
と
補
給
金
車
債
と
の

比
事
を
み
る
と
=
四
表
。
遁

h
で
あ
る
。
{
前
掲
慣
格
表
参
照
)
こ
れ
で

も
っ
て
も
補
給
金
の
大
き
な
比
重
を
或
程
度
知
り
得
る
。
然
し
な
が
ち
之

は
鮭
犠
及
び
鋼
材
の
製
品
補
給
金
と
い
う
最
後
的
仁
表
面
化
す
る
数
字
を

一
目
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

前
週
し
に
よ
う
に
織
鋼
商
品
は
一
一
童
、
一
一
意
的
補
給
金
を
受
け
て
い

る
。
こ
の
原
材
耕
補
給
金
は
前
表
に
は
現
れ
す
、
か
く
さ
れ
h
L
補
給
金
と

し
て
賀
質
的
に
は
大
き
な
補
助
的
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
昭

和
二
十
同
年
四
月
物
償
改
訂
時
に
お
け
る
債
格
構
成
じ
つ
い
て
み
あ
正
、

通
産
省
の
分
析
ド
よ
れ
ば
、
銑
鏡
の
場
A
口
、
そ
の
生
産
者
c
l
F
償
制
聞
と

補
給
金
偲
師
酬
を
加
え
仁
保
生
産
者
債
絡
に
於
て
、
素
樹
仁
臨
劃
す
る
補
給
金

第
犬
十
凡
巻

聞

大

第
四
・
王
腕

一

生産者口F債格と補給金堕債の比翠

品 稽 7Jti | ベ戸ス I 22.7 別 | 叫 I 24.9 ぉ 1

棒 銅 19mm 43 52 47.7 40.2 29，5 

厚 杭 12タ 43 49 48.5 3G，8 31，6 

薄 板 1.6タ 43 51 46.0 38.2 22.7 

普調線材 d，5 '" 43 52 52.0 39.5 21.5 

鍋 力 10)114ク 43 40 40.0 31，3 15.4 

瓦 新 管 3 1/2サ 43 55 52.0 44.6 33.4 

帯 鋼 2，7mm 43 53 48.4 41.5 26.9 

重 軌 保 50kg 49，6 41.9 23.5 

軽 軌 僚 10タ 43 55 50.4 41.8 25，9 

製鋼用銑 3披 55 76 52.7 47.3 46.9 

車毒物用性 " 55 66 600 40，2 46.9 

No，24 
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銑織及び鋼材生産者債絡の分析(車位間)No.25 

棒j{. 鍋銑

3，403 
3，7.55 7.25 

14.5 

タ百

7.35 

5，282 

13.~ 

27.1 1，158 

嘩
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

震耳

2，647 
2，6:1δ 

金
。ノ
/0  

13.3 

額|金

14.0 5，2.8ぢ
6，809 

24，4 6，622 

189 

48.0 17，34D 51.5 13，780 

主申告楠伊銀右

'"給イ右 ‘炭
語1入金 1
す!
る)特産向君来値引

書1鋭錨補給金
金、補給金細割

A
リ

nv

m
凹

18，720 48.Ei 13，300 生産者 CIF慣

36，069 100，0 

沼産省遁商胡鋼局編「日本舗鋼業の展望 l上り

21，080 計古車

備事

第
六
十
八
巻

は
主
了
五
%
を
占
申
、
生
産
考
し
I
F
債
絡
の
四
入
・
五
%
を
上
廻
っ

て
い
る
有
撲
で
品
る
。
そ
臼
媒
織
に
は
甲
山
端
同
七
る
と
外
賓
た
る
と
T
問

わ
中
、
補
給
金
げ
か
支
梯
わ
れ
て
い
る
。
と
の
補
給
金
車
債
は
九
、
七

O
O

圃
で
あ
っ
て
、
丸
棒
一
ト
y
首
h
六
、
八

O
九
圃
の
補
給
金
が
含
ま
れ
る
。

か
〈
て
出
来
た
銑
鍛
及
び
丸
棒
の
一
生
産
者
C
1
F
債
格
は
央
々
-
一
=
、
三

0
0
園
、
了
八
、
七
三

O
闘
で
あ
る
が
、
賓
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
補
給
金

が
、
賓
質
的
仁
支
給
さ
れ
て
い
る
欝
で
あ
る
。
之
を
穂
計
し
仁
ー
と
乙
ろ
の

=
七
、

O
入
O
圃
及
び
一
一
立
つ

O
六
九
園
こ
そ
が
生
産
者
債
絡
の
裸
の
姿

で
あ
る
。
己
的
一
裸
牛
吉
住
者
慣
絡
E
現
震
の
公
定
償
問
的
関
係
は
三
六
表
の

遁
ふ
り
で
、
需
要
岩
債
格
は
、
中
止
雇
者
健
格
自
=
七
%
と
宝
四
係
、
楳
生
蓋

オ
汁
寸
川
J
1汁
J
1叶
J
一
」
岩
債
格
白
-
一
子
=
一
%
と
二
八
%

一
棒
一
l
個

別

叩

釦

臼

剖

一

一
一

D
r
F
J
6
r
m
ー
一
と
い
う
極
め
て
低
い
債
格
に
決
定

格

一

丸

泊

目

8

M

-

債

で

!

|

ト

ト

ー

一

き

れ

て

い

る

;

士

宮

例

に

よ

時
一
輔

F

別

刷

閣

制

釘

日

一

h
qば
、
=
十
三
年
度
に
は
、
阪
批
判

理
ち
-
一
，
e
H
P
ド

j

t

F

1

帽

需

一

銑

釘

ロ

9
i
i

一
補
給
金
を
併
せ
る
と
、
銑
織
で
は

恥
副
む
削
I
l
l
・
そ
の
額
は
生
産
者
壁
土
・
七

耕

一

慣

内

輪

用

情

調

仁

謹

す

る

と

も

い

わ

れ

て

い

暗

一

者

仕

間

口

ガ

劣

る

。

一

t

梓

い

わ

ば

こ

の

よ

う

方

低

債

格

に

一

者

慣

酌

泊

四

件

一
生
産
内
要
D
D
需
要
宥
債
格
が
決
定
せ

ιれ
た
こ

一

裸

生

園

需

一

A

B

C

D

E

は

鏡

鋼

業

に

隣

接

す

る

関

蓮

産

業
の
復
興
が
と
の
低
い
織
鋼
債
格

NO.26 
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輔
鋼
補
給
金
に
闘
す
司
令
一
考
察

に
暴
い
て
符
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
E
ゐ

b
、
更
に
ま
士
散
後
織
釧
業

の
再
建
が
こ
の
よ
う
な
芯
大
市
補
給
金
の
支
掛
に
支
え
ら
れ
亡
い
亡
と
と

が
A
T
Q
。
襖
咋
売
者
債
絡
が
験
後
ィ

γ
フ
レ
ー
と
企
業
の
荒
陵
の
巾
に
白
生

的
に
決
定
位
p
h
れ
る
同
然
的
市
場
債
権
こ
す
れ
ば
、
そ
り
八

O
%乃
至
五

O
%の
補
助
の
下
に
決
定
さ
れ
る
布
市
問
者
債
絡
は
、
極
度
に
人
馬
的
に
し

て
レ
か
も
関
家
権
力
を
反
映
庄
一
心
債
格
と
い
っ
て
よ
い
で
ゐ
ろ
う
。

町
ス
梯
機
構

こ
の
k
う
丹
市
補
給
金
が
如
伺
な
る
機
構
を
以
て
支
掛
わ
れ
て
い
た
か
を
¥

み
る
と
と
は
、
定
大
h
k
官
慌
機
儲

i
!智
生
的
な
隣
地

γ
!の
中
に
於
て

資
本
土
橋
カ
山
岡
係
を
最
も
集
中
的
に
表
現
す
る
慢
で
も
あ
る
と
も
い
え

主
う
c

鏡
銅
向
祈
袷
金
支
挽
業
務
は
品
川
地
白
如
〈
債
格
調
整
企
画
世
通
じ
て
行

わ
れ
て
き
亡
。
こ
の
債
格
調
帥
技
会
聞
の
莱
務
?
と
し
て
は
、
償
協
司
込
l

準
、
運

「
主
}

昏
凡
平
準
、
償
協
目
↑
片
山
補
給
の
三
つ
が
あ
っ
た
。

F

註
)
慣
格
平
準
制
と
は
円
、
肖
品
情
的
陳
件
、
生
産
方
法
白
相
窪
そ
自
他

止
む
を
得
だ
い
傑
件
に
ー
っ
て
生
産
者
情
持
が
著
し
〈
異
る
場

合
、
及
び
輪
入
品
と
圏
内
製
品
目
憤
柑
が
著
し
く
異
る
場
合
に
於

て
、
個
々
の
買
入
慣
格
を
プ
ー
ル
し
て
需
要
者
情
格
を
一
本
に
す

る
‘
も
の
で
あ
る
。

次
に
は
、
運
賃
り
慣
怖
に
占
め
る
割
合
出
比
較
的
大
き
な
胸
査

に
つ
い
て
、
生
産
者
に
は
賛
際
の
運
賃
を
支
持
い
、
需
要
者
忙
は

第
四
・
王
競

• 

職
匙
庫
離
其
円
他
輪
金
保
件
の
相
惑
に
拘
ら
ず
プ

l
ル
混
賃
を
負

指
せ
し
め
て
、
需
要
者
慣
格
の
調
査
を
行
う
一
も
の
で
あ
る
。

債
格
差
補
給
制
に
づ
い
て
は
、
債
格
差
補
給
金
の
支
出
に
よ
る

需
要
者
債
権
の
引
下
げ
を
行
、
つ
も
の
で
あ
る
。
(
大
殿
噴
「
園
の
議

算
二
十
五
年
度
」
よ
り
)
一

第
六
十
八
巷

回
f、

四

こ
の
中
、
銭
鋼
闘
係
と
し
て
は
、
銑
織
、
普
畠
鋼
々
一
材
及
び
半
製
品
、
鐸

餓
管
に
つ
い
て
は
債
格
業
補
給
及
び
運
賃
干
準
を
併
用
し
た
の
で
あ
る
。

本
来
的
に
は
、
各
企
業
よ
ち
提
出
さ
れ
亡
原
健
許
算
書
ぞ
基
礎
と
し
て
物

債
聴
に
於
て
決
定
さ
れ
た
件
産
者
債
格
と
需
要
者
債
格

2EF額
を
補
償
す

る
7
F
共
に
、
他
方
海
賃
号
干
準
す
る
業
務
が
行
っ
た
と
い
っ
て
い
い
で
あ

ろ
う
。
然
し
な
が
ら
そ
の
方
法
は
複
雑
で
品

h
ま
に
時
の
将
羽
仁
つ
れ
て

鑓
化
し
て
い
る
。
今
そ
の
大
要
れ
ど
一
耳
一
9
v
と
、
先
す
最
初
に
は
年
産
買
取
方

式
仁
よ
お
杢
閏
買
取
膏
長
方
式
を
採
用
し
亡
。
之
は
、
先
や
鎖
倒
商
品
が

生
産
き
れ
る
と
同
時
に
会
圏
仁
一
感
F
O
B
慣
格
で
買
取
ら
れ
七
後
々
出

荷
と
共
仁
科
引
い
C
I
F
債
格
で
メ
カ

l
に
震
戻
き
れ
そ
の
産
額
が
公
司
聞

手
段
斜
及
び
運
賃
プ
ー
ル
と
し
で
公
園
仁
吸
い
上
げ
ら
れ
、
之
で
以
て
手

敵
国
竹
キ
準
、
運
賃
平
準

T
行
う
仕
組
で
あ
る
。
ヲ
と
同
時
口
鴇
要
宥
債
格
と

の
償
格
読
の
補
償
を
行
う
り
で
あ
る
。

ザ
」
の
様
な
買
取
資
金
は
公
開
法
り
安
め
に
よ
h
復
興
金
融
金
庫
か
ら
の

融
資
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
健
っ
て
ぞ
の
運
開
資
金
は
全
て
復
金

融
資
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
で
い
て
、
二
十
三
年
二
月
に
は
鹿
高
は
三
四
億
四



昭和23年度品目別買取賀民殴量金額賀績表

数量 l金額数量|金制
千ト J

2， 900~千22ト5
千円

輔鋼部 3，020，347 2J，439，585 24，076，264 

銑 錦見 982，Suu 3，195，046 967，380 4，059，615 

鏑 材 1，o.75，697 1&;570，463 1，450，899 18，390，957 

E鉛錨板 30，058 935，053 25，460 893，182 

蝿錨管 ::n，974 330，493 26，224 318，99)) 

錨鎖右| 4加，26~ i 408，530 i 4:10，262 413t15 

非鎖金属部 7，132，789 

無様化皐部 2，831，425 11，750，060 2，809，939 11，88b，486 

有機fe皐部 192，403 10，08自，0(¥8 192，728 11，，843，δ61 

右砂宮市 12，482，011 2，233，519 
即 8旦叩叩0削11 | 5叩8.53叱叩叩10旧11 1 0 

合計」主?叩，707l 九叫4加| 町 9り80'1 58，531， 
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輔
鋼
補
給
告
に
闘
す
る
一
考
察

前掲書

六
百
高
園
仁
上
っ
て
い
士
が
、

2
九
日
後
二

1
三
年
六
月
に
設
足
し
七
認
承

手
形
制
度
に
よ
っ
て
復
金
へ
の
依
存
者
ち
削
減
し
、
ま
七
資
帝
の
節
減
も

一割

g

I
E
:
E
コ

耳
目
1
7一て
T

(
註
)
佐
圏
認
承
手
形
制
度
に
つ
い
て
、
大
騒
省
「
圏
の
韓
算
二
十
周

年
度
一
で
位
、
衣
の
諮
り
設
問
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
長
圏
は
業
者
よ
り
商
品
資
材
轄
の
引
践
し
を
受
け
た
徒
、
義
者

に
劃
し
て
引
車
詮
(
正
副
ニ
遁
)
を
交
付
、
業
者
は
そ
の
引
渡
代

金
を
手
形
金
額
と
す
る
約
束
手
形
色
町
振
出
す
、
手
形
期
間
は
六

O

日
以
拘
と
す
る
。
振
出
し
た
業
者
は
背
該
手
形
に
認
承
申
込
書
、

取
引
先
品
行
心
融
資
承
諾
帯
、
公
園
引
車
謹
を
添
え
て
公
園
に
基

一
討
し
認
承
転
受
け
る
。
之
に
針
し
て
公
園
は
審
査
白
上
認
承
ス
タ

Y
7
を
押
捺
す
る
。
要
オ
る
に
認
承
と
は
商
品
の
取
引
事
費
及
び

業
者
に
封

L
手
形
期
日
迄
に
代
金
を
支
品
開
ラ
と
と
を
確
認
す
る
も

の
に
丹
な

L
な
い
。
会
聞
は
認
承
と
共
に
業
者
に
到
し
手
形
金
額

に
謝
す
る
千
形
提
出
よ
り
満
期
日
迄
自
利
息
を
支
抑
ぅ
。
女
に
業

者
は
訟
承
手
形
に
公
園
引
取
龍
、
支
排
依
頼
書
を
添
付
し
て
取
引

先
的
問
行
に
墨
一
市
し
融
資
を
受
け
る
。
融
費
削
蝉
行
か
支
姉
依
掛
警
に

所
要
事
項
を
記
入
し
て
公
園
に
遮
付
す
れ
ば
、
公
園
は
融
費
削
蹴
行

目
指
定
す
る
鋲
行
に
融
安
部
行

h
c
振
込
を
依
頼
す
る
。
か
く
て

公
園
は
振
込
依
相
担
問
行

E
描
じ
て
翠
金
し
、
代
金
の
支
持
は
こ
こ

に
完
了
寸
る
。
手
形
期
目
前
に
決
済
せ
ら
れ
た
場
合
、
融
資
保
行

は
決
済
同
町
翌
日
よ
り
手
形
期
日
認
の
利
息
を
振
出
入
に
返
し
、

圏立閣官問書館備考
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金盛
信組

金

開

操
同
人
は
之
を
公
園
に
遮
納
せ
ね
ば
な
ら
佳
い

こ
の
生
産
貰
取
仁
よ
る
査
面
買
取
買
戻
方
式
は
後
謹
す
る
よ
う
に
一
一
極

の
金
融
的
機
能
者
果
し
た
需
が
校
円
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、

生
産
さ
れ
る
や
院
も
仁
買
取
ら
れ
七
商
品
は
賀
際
し
は
メ
ー
カ
ー
の
手
許

に
置
か
れ
仁
土
ま
で
、
出
荷
後
賞
戻
さ
れ
る
迄
の
聞
の
時
間
的
ズ
レ
舎
利

用
し
で
買
取
代
金
は
メ
ー
カ
ー
の
手
仁
於
て
津
嶋
資
金
の
役
割
を
果
し
た

謡
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
園
よ
り
直
接
貿
取
代
金
が
支
掛
わ
れ
土
場
舎
に

も
、
ま
た
認
承
手
形
に
よ
り
市
中
銀
行
か
4
割
引
い
て
買
う
場
合
戸
も
本

質
に
於
て
は
何
等
具
る
所
は
な
い
。
而
し
三
賞
金
供
給
申
不
足
し
た
時
期

に
之
が
相
官
大
き
な
役
割
ぞ
演
じ
た
こ
と
は
見
越
せ
な
い
事
費
で
あ
る
。

然
し
こ
の
よ
う
な
方
式
が
本
来
の
慣
格
操
作
白
建
前
よ
り
逸
股
す
る
色
の

で
め
る
こ
と
は
論
争
る
迄
も
な
い
と
と
ろ
で
、
多
〈
の
批
判
論
難
に
よ

b

漸
弐
他
の
方
式
に
移
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
健
来
の
生
産

寅
胤
方
式
の
出
荷
買
取
方
式
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
時
間
的
ズ

ν
を
縮
少
す

る
と
と
も
仁
、
二
十
四
年
七
月
か
ら
全
面
買
取
買
戻
の
煩
雑
な
方
法
に
代

っ
て
差
金
決
済
方
式
が
採
用
せ
ら
れ
士
。
之
に
よ
れ
ば
運
賃
平
準
と
債
格

差
補
給
と
が
同
時
に
行
わ
れ
、
貿
質
的
に
は
補
給
企
及
び
買
取
代
金
と
買

戻
代
金
の
差
額
炉
疏
れ
る
の
一
み
で
一
一
腹
公
園
の
金
融
機
闘
的
機
能
は
消
滅

し
t
い
か
、
更
に
二
十
四
年
十
一
一
月
号
以
て
運
賃
平
準
業
務
6
廃
止
を
ら
れ
、

こ
こ
に
鏡
銅
向
補
給
金
支
掛
業
務
は
栂
め
て
簡
単
化
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

か
く
て
そ
れ
以
降
公
園
よ
ち
支
給
さ
れ
る
金
額
は
補
給
金
よ
り
公
園
手
駐

料
を
差
引
い
仁
額
で
、
之
を
製
品
申
出
荷
後
支
挽
え
ば
よ
い
こ
と
と
な
っ

第
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た
り
で
品
る
。

い
わ
ば
生
薫
貝
取
方
式
は
、
債
格
差
補
給
の
た
め
に
は
必
要
な
方
法
と

は
い
い
難
く
、
叉
貨
際
に
於
て
も
債
梼
差
補
給
は
出
荷
買
取
方
法
ア
一
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

T
、
寧
ろ
運
賃
平
準
業
務
を
殊
更
に
煩
雑
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
債
格
操
作
を
越
え
た
資
金
面
の
救
演
を
行
雪
貼
に

意
闘
が
あ
っ
た
と
い
い
得
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
方
法
を
以
て
補
給
金
支

掛
が
行
わ
れ
た
と
と
る
に
公
園
の
も
つ
意
義
の
一
端
が
窺
え
る
の
で
品

4
0
0
 (

註
)
今
上
越
し
た
と
と
ろ
山
全
面
買
寂
買
戻
方
式
に
於
け
る
掛
賞
金
目

流
れ
民
つ
い
て
施
め
て
筒
軍
民
間
を
描
け
ば
、
究
目
遁
り
で
あ

"。c

一者
金
一
惜
一

一

中
J
a
-

一叉一
一
重
一
隔に

金
放
出



(3) (2) (1) 

但
し
、
己
申
場
合
認
承
手
用
制
度
を
も
併
せ
て
示
し
た
。
復
A
曜

の
機
構
停
止
後
は
、
補
給
金
目
圏
庫
よ
り
首
接
交
付
さ
れ
、
買
取

代
金
は
剤
師
承
手
殖
に
上
っ
て
い
る
。
更
に
又
差
金
決
碑
方
式
白
場

骨
で
は
補
給
金
位
何
隼
麗
化
な
く
、
買
醍
代
金
と
賀
県
代
金
の
差

額
が
諦
れ
て
い
た
露
で
あ
る
。

復
金
調
査
課
「
融
鋼
債
格
の
推
移
と
後
告
錨
鋼
融
賓
献
況
」

復

金

調

査

課

阿

君

菅
谷
重
平
「
日
木
餓
鋼
業
四
基
本
的
性
格
」

戦
後
鍛
鋼
補
給
金
白
意
義
と
問
題
貼

以
上
種
々
の
観
黙
よ
り
み
に
織
鋼
補
給
金
は
、
で
は
一
韓
関
民
経
済
自

.
再
建
品
開
制
仁
於
て
ま
七
銭
鋼
業
の
快
復
過
程
に
於
て
如
何
な
る
意
義
を
も

も
如
伺
な
る
作
用
を
輿
え
士
か
。
ぞ
れ
付
極
め
て
多
〈
の
附
難
な
問
題
を

含
ん
で
い
る
が
、
モ
の
品
開
っ
か
に
つ
い
I

て
以
下
仁
考
察
し
て
み
よ
う
。

E

補
給
金
政
策
り
矛
盾
と
限
界
、

物
恒
政
策
の
訓
割
付
け
、
と
し
て
出
現
し
た
補
給
金
政
策
の
本
来
的
意
圃
は

前
述
し
↑
い
よ
う
に
、
閣
民
輔
楠
聞
の
再
生
産
遁
群
の
快
復
を
基
礎
的
生
産
財

部
門
よ
り
振
興
せ
し
め
る
こ
と
仁
在
つ
七
。
し
か
し
そ
の
過
酷
に
於
て
に

え
十
最
じ
い
批
判
炉
浴
せ
ら
れ
、
所
詞
補
給
金
論
宰
と
呼
ぱ
札
る
も
り
ま

で
惹
起
し
に
よ
う
に
そ
れ
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
。

そ
れ
は
先
す
債
格
盟
系
の
設
定
に
閲
し
て
問
題
を
も
っ
て
い
た
。
聞
も

織
鋼
債
格
l
↓
石
茨
債
格
|
↓
携
貨
と
い
う
順
序
で
低
い
織
鋼
慎
格
よ

γ

主
舗
網
補
給
金
忙
闘
す
る
一
考
察

出
裂
し
に
低
賃
銀
政
策
、
園
民
の
消
費
牛
話
の
際
治
が
所
謂
貨
銀
物
債
白

悪
循
環
の
下
に
行
わ
れ

t
と
い
わ
れ
、
且
つ
ま
に
そ
れ
に
拠
出
す
る
是
非
論

が
活
滋
に
撒
わ
さ
れ
仁
。
が
ま
七
こ
の
賃
銀
政
策
は
補
給
企
政
策
と
鋭
い

劉
立
を
一
訴
す
も
の

rあ
っ
亡
。
圏
民
間
制
棉
聞
の
再
供
産
過
程
に
於
て
締
済
構

造
の
雨
桓

l
l基
礎
的
な
生
産
財
生
薫
部
門
、
と
閤
民
一
般
の
消
費
能
力

を
掛
置
し
、
財
政
の
場
守
遁
じ
て
一
方
に
は
そ
の
企
業
の
存
績
と
摘
大

を
ま
た
他
方
に
は
莫
大
な
租
鴨
川
負
揺
を
も
七
ち
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

膨
脹
す
る
財
政
支
出
は
赤
字
財
政
を
現
出
せ
し
め
、
イ
ン
フ

ν
を
結
果
し
、

か
く
す
る
こ
と
仁
ょ
っ
で
補
給
金
政
策
は
白
色
の
根
抵
に
あ
る
物
債
権
茶

を
破
壊
す
る
。
イ
ン
フ
V

激
化
|
|
物
債
総
貴

l
l公
定
債
格
か
ち
の
話

離

l
l公
定
債
格
白
引
上
げ
、
そ
の
限
b
に
於
て
補
給
金
政
策
は
自
己
茅

慣
に
陥
る
4

き
必
然
性

E
b
っ
て
い
た
。
己
申
こ
と
は
、
生
産
陳
復
が
進

捗
し
生
穫
量
が
増
大
す
る
と
ー
と
も
に
補
給
金
支
出
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
、
一
段

E
激
化
さ
れ
み
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
度

末
現
且
に
つ
い
て
み
仕
場
今
、
三
十
三
年
六
月
物
償
補
正
時
よ
り
補
給
金

早
慎
叩
切
干
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
憾
額
仁
於
て
ご
十
三
年
度
よ
り
倍

加
し
て
い
る
事
買
は
、
己
ゆ
と
と
か
古
如
質
に
物
語
つ
で
い
る
り
で
あ
ゐ
。

い
わ
ば
物
侵
附
畑
貴
と
イ
ン
フ
レ
財
政
由
恵
循
環
と
も
い
う
べ
き
温
程
は

数
字
申
債
格
改
訂
と
年
々
自
補
給
金
増
加
に
現
象
し

t
。
こ
り
補
給
金
政

策
い
か
興
え
七
影
臨
曹
は
閏
り
週
中
一
許
償
す
る
こ

E
を
許
き
な
い
も
の
を
も
っ

て
い
る
。
唯
然
し
補
給
金
政
策
が
債
格
。
メ
カ
二
人
ム
を
遁
し
て
作
用
す

あ
も
の
で
あ
る
限
り
に
於
で
そ
れ
は
本
来
一
の
限
界
を
も
っ

τい
る
と
い

ニ
五
一
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鎖
制
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
大
町
設
備
を
も
つ
で
過
剰
生
産
の
一
品
川
機
を
内

包
し
七
銭
鋼
業
が
補
給
金
支
出
k
h
i
う
財
政
的
捜
助
の
干
に
曲
h
な
h
に

も
そ
の
償
値
貰
徹
ぞ
議
行
し
て
来
仁
過
程
は
、
然
し
ま
仁
一
一
間
企
業
い
か
採

算
を
無
臨
し
従
っ
て
ま
f
企
業
合
理
化
を
無
調
し
て
補
給
金
H
常
て
の
生

産
増
強
仁
走
っ
た
こ
と
を
一
回
す
ち
の
す
め
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
由

主
と
は
ま
に
鞍
時
中
市
均
等
仁
霞
展
し
た
餓
釧
業
じ
劉
し
て
無
批
判
仁
志

大
な
設
備
白
糊
弐
的
な
穣
動
化
え
の
盗
を
歩
ん
忙
と
と
を
も
意
味
す
る
唱
と

い
え
る
。
補
給
金
政
策
目
償
値
叩
問
責
現
と
い
う
い
わ
ば
生
産
温
雇
ド
タ
ッ

チ
し
な
い
最
格
的
結
果
の
保
謹
争
行
う
ち
の
で
あ
令
限
り
、
モ
レ
て
土
た

と
の
よ
う
な
政
策
炉
縮
小
再
生
産
温
和
よ
り
慣
大
再
体
欝
え
の
移
行
の
段

階
仁
於
で
現
わ
れ

t
も
の
で
品
る
場
骨
、
醗
品
惜
荷
b

の
候
件
の
箆
化
仁
際

じ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
鑓
鋼
業
の
再
楠
成
?
と
い
ろ
境
叫
問
題
や
現
は
そ
の

他
の
企
業
経
営
的
生
産
技
術
的
問
題
に
劃
し
て
紙
カ
で
あ
つ
に
こ
と
は
、

何
等
不
思
議
セ
は
な
い
。
鍛
鋼
生
産
的
増
大
い
か
危
機
的
『
日
服
を
何
時
弔
意
味

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
補
給
金
政
策
白
煙
の
も
つ
限
界
宣
布
す
も
の
で
あ

旦
と
と
も
に
、
擁
銅
統
制
が
漸
究
撤
慢
さ
れ
た
筏
に
鏡
鋼
業
再
編
成
が
問

題
仁
さ
れ
て
い
る
こ
ー
と
は
そ
の
融
界
を
由
民
諾
し
て
い
る
も
の
と
い
る
え
七

ろ
う
。H

補
給
金
と
企
業

補
給
金
政
情
自
盟
の
矛
宿
な
り
限
界
な
b
に
拘
ら
す
、
こ
の
「
竹
馬
経

済
の
片
脚
L

が
残
し
た
影
響
は
決
レ
て
無
視
す
る
こ
と
は
日
来
な
い
。
肋
酢

酸
菌
後
極
度
の
生
震
不
振
の
中
「
い
め
つ
七
織
鋼
業
が
梢
結
金
政
策
ξ

の
他

第
六
十
人
巻

'li. 
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l¥. 
の
地
同
県
仁
ょ
っ
で
大
き
く

克
直
h
を
み
せ
に
と
と
は

疑
を
入
れ
な
い
。
従
っ
て

関
家
統
制
り
漸
弐
的
後
症

が
幾
非
一
の
問
題
炉
建
b
r

仁
し
で
も
、
職
後
鍛
側
資

本
の
再
編
成
が
戚
程
度
A
J

m

で
塗
存
さ
れ
た
と
考
え
る

恥

こ

と

が

で

き

る

。

然

し

そ

の
立
直
り
が
験
後
経
桝
再
建
に
闘
す
る
一
大
課
題
で
あ
っ
七
能
関
民
主
化

の
線
に
滑
っ
士
も
の
か
苔
か
疑
わ
し
い
が
、
の
み
な
ら
十
銭
卸
業
白
髄
の
一

構
造
じ
闘
し
て
も
侃
破
仕
快
復
温
粧
を
辿
b
つ
つ
品
つ
に
事
質
を
み

F?

と
が
で
き
ゐ
の
で
あ
る
。

戦
時
中
生
産
繍
先
的
途
を
辿
つ
に
錫
剣
業
が
特
に
兵
器
生
産
の
要
読
の

下
に
特
殊
釧
半
一
産
部
門
仁
於
て
そ
の
飛
躍
的
鼓
展
を
滋
げ
に
こ
と
は
周
知

の
1ι

こ
ろ
で
あ
る
。
ド
ド
州
軍
盛
岡
生
産
を
指
向
し
仁
こ
の
よ
う
な
不
均
等
援

医
が
職
後
開
貌
を
と
げ

E
る
を
得
な
か
っ

t
こ
と
は
雷
然
で
あ
旬
、
こ
の

傾
向
は
特
殊
釧
生
産
的
表
握
に
も
現
れ
て
居
h
、
或
は
ま
h
L
厚
板
中
心
白

生
産
い
か
薄
板
、
鉱
力
中
心
仁
移
行
し
亡
事
買
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
甲
車
需
産
業
よ
れ
リ
干
和
産
業
え
の
蹄
換
に
際
し
て
園
家
補
償
が
銑
鍛
及
び

普
通
鍋
を
罰
象
と
し

tζ
ー
と
は
、
例
え
ば
そ
れ
以
外
の
も

mω
生
産
か
過

剰
で
あ
つ
に
と
い
う
よ
う
な
理
由
が
め
っ
た
仁
L
て
も
、
情
花
意
き
れ
な

全園生産高司推移

(トン11fT)

錨 普iIJi鋼々 材

昭和21年 16，919 36，995 
ク 221ド 28，951 55，417 
タ 234 u7，335 104，Q70 

タ町一 129，0G7ι竺堅竺:
八幡製鑑楓務部調査課
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備考
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鏡鋼生産の不均等(指数)

鋼 材

高盟銑|特殊銑平嘘|電糊 普調鋼|特珠鋼|盟鋼|曙銅

昭221(4 100 100 100 100 100 I 
タ 214 115 94 06 125 103 1M 88 

タ 3(4 124 74 175 73 115 91 ト 90

タ 4(4 149 45 203 73 152 103 105 

昭231/4 229 126 230 110 189 113 177 124 

ク 2(4 324 123 304 110 i 244 118 202 132 
ク 3(4 398 108 440 108 287 119 281 140 

" 4(4 461 99 510 106 325 115 265 141 

昭241(4 530 144 569 112 272 132 

タ 2(4 578 134 101 4241/88 ~48 112 

No.29 

醐
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

前掲菩

け
れ
ば
な
ら
な
い
賂
で
あ
る
。

敗
職
丙
後
の
生
産
力
低
落
U
Y
生
産
設
備
を
も
っ
濁
占
資
本
に
於
て
よ

b

深
刻
で
あ
っ
仁
こ
L
L
ぽ
周
知
の
と
こ
ろ
で
め
る
が
、
然
し
こ
の
よ
う
な
E

大
櫛
占
資
本
の
快
復
過
程
炉
柑
鵠
的
に
請
し
か
っ
た
こ
と
は
、
生
産
増
大

が
高
脂
銑
、
平
協
剣
塊
、
普
通
南
側
鋼
材
部
門
ド
於
て
著
し
い
こ
と
に
よ
っ

て
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
鎚
鋼
業
恢
復
の
過
程
が
補
給
金
仁

支
え
ら
れ
に
普
通
鋼
生
蕉
部
門
の
著
大
な
快
復
の
描
蒋
で
あ
つ
に
こ
と
を

表
示
し
て
い
4
0
0

そ

m
こ
と
は
ま
に
一
関
家
補
償
M
r
E
大
な
誌
備
を
ち
つ
燭

占
企
業
に
相
謝
的
仁
有
利
市
文
佐
を
興
え
た
乙
?
乙
で
あ
る
。
例
え
ば
所
詔

玉
大
メ
ー
カ
ー
が
補
給
金
を
如
何
に
支
挽
わ
れ
て
い
る
か
を
み
れ
ば
と
の

聞
の
消
息
は
判
然
と
す
る
。
藤
時
補
給
金
の
よ
う
仁
個
別
補
償
を
行
わ
な

い
で
製
品
別
の
補
給
金
軍
事
一
律
に
決
定
レ
て
い
蕗
後
で
は
、
補
給

金
支
掛
頗
も
瞥
然
生
産
量
の
大
ち
い
企
業
仁
於
で
大
で
あ
っ
h
k
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
殊
に
銑
鋼
一
覧
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
入
幡
邸
、
銀
、
同
士
州
封
鎖
、

及
び
日
本
鋼
管
拡
自
己
の
生
産
す
る
牲
蹴
と
鋼
材
の
岡
方
に
走
大
な
補
給

金
の
支
掛
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
ゐ
。
一
巾
も
ま

t
前
述
し
七
よ
う
に
補
給

金
算
定
が
豆
大
企
業
を
基
礎
と
し
で
行
わ
れ
に
黙
に
も
同
様
の
傾
向
が
窺

わ
れ
る
。

山岡亮三

こ
の
よ
う
な
企
業
の
快
復
が
相
給
金
政
策
の
援
助
仁
よ
っ
て
結
果
的
仁

現
れ

t
と
し
て
も
、
で
は
そ
の
紹
温
じ
於
て
楠
給
金
は
企
業
仁
如
何
な
る

作
川
を
も
仁
ら
l
u
t
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
債
格
調
整
の
機
能
に
終
始
す

る
も
の

rあ
ヲ
仁
か
、
そ
れ
と
も
利
淵
を
含
め
で
企
業
採
算
を
保
障
す
る

備考

部
宍
十
八
巻

五

第
四
・
五
披

ブL



曲
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

蛾鋼債持差補給金曾枇別支掛賞官責(22年9且~お年9月)(単位千固)

計

?五

骨材銅働銑

No.30 

金掴 I % 金金

41.5 4，323，273 27.1 1，864，444 69.4 、2，458，829画

音

秦

日

3

0

4

 

• 
4

8

5

 

句
ム1，488，210 

837，514 
15.2 1，046，297 12，5 441，013 鋼

扶

神

4.9 

25.8 

565，543 
504，805 
2，684，523 

12.0 

8.2 

74 

29.8 

837，514 
565，543 
5040，895 

2，045，949 18.0 638，574 
3，539，310 

戸

重JII 

そ o イ!l!

合計 100.0 10，403，958 100.0 6，864，634 100.0 

色
の
で
品
っ
た

rろ
う
か
。
験

後
一
律
に
補
給

金
軍
備
を
決
定

す
る
に
際
し
て

色
ご
十
一
一
年
以

後
は
利
潤
を
合

ま
な
い
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い

《
髭
V
る。

前掲費料

(
註
)
伺
え

ば
昭
和
ニ

十
二
年
七

H
物
情
櫨

呆

K
H
r
け

る
錨
鋼
債

持
に
つ
い

て
一
例
を

一
軍
す
と
、

無
規
格
棒

鋼
で
は
次

の
語
り
で

錨鋼研究曾備考

第
六
十
八
巻

互三

四

第
四
・
王
読

O 

あ
る
。

7，24E印

1，733.46 

227 _18 

1，164.32 
5.93 

31.1.96 

(ー) 64.49 

9，093.62 

9，242.75 

9，460.09 

素材費

作業費i人件;其の
(そ白中
減債償却費
工場昏理費

副産物枚入

製諸原慣

楓原債

業者手取債格

宥
に
み
ら
れ
る
遁
り
に
製
撞
原
債
中
に
占
め
る
素
材
賓
の
割
合

が
極
め
て
大
き
〈
凡
一
・
六
百
を
占
め
て
い
る
反
面
、
減
慣
償
却

費
目
極
泊
て
小
で
あ
る
こ
と
と
も
に
僅
か
ニ
・
五
M
A
掘
の
人
件
費

も
留
意
す
べ
き
黙
で
高
ろ
う
。
而
も
大
き
な
割
告
を
占
め
る
素
材

費
が
伺
多
大
の
補
給
に
よ
っ
て
債
格
を
引
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
思
え
ば
、
前
述
し
た
償
措
構
成
田
示
す
よ
う
に
、
補
給
金
の
意

義
白
大
き
い
こ
と
が
判
る
。

い
わ
ば
利
潤
を
も
認
め
な
い
原
債
主
義
に
よ
っ
て
算
定
せ
ら
れ
た
物
債
盟

系
と
そ
れ
に
伴
う
補
給
金
支
出
で
は
、
イ
シ
フ

ν
や
或
は
ま
土
生
産
不
振

等
り
た
あ
に
利
潤
は
い
う
ド
及
ぱ
宇
多
大
の
赤
字
の
現
出
に
企
業
は
悩
ま

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
お
一
。

(
註
)
例
え
ば
ニ
十
一
年
三
月
白
個
品
川
櫨
系
の
場
骨
に
は
そ
白
年
度
末



三
億
二
千
高
岡
、
二
+
二
年
七
且
改
訂
債
持
で
は
年
度
京
一
二
億

六
千
寓
闘
の
赤
字
を
提
出
、
そ
心
筏
ニ
十
三
年
度
に
至
り
、
百
炭
、

観
鏡
石
、
重
抽
の
順
調
な
輸
入
に
よ
っ
て
龍
定
生
産
量
を
突
破
し
、

ま
た
イ

ν
フ
レ
の
絞
慢
化
撃
に
よ
っ
て
補
給
金
支
持
が
始
め
一
ι
黒

字
を
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

が
然
し
事
宮
は
果
レ
で
そ
の
通
り
に
終
始
し
に
七
ろ
う
か
。

補
給
金
政
策
炉
本
来
的
な
意
闘
に
於
て
侭
償
絡
に
慕
づ
〈
品
生
産
財
生
産

部
門
の
快
復
を
促
す
も
の
で
め
っ
た
?
と
す
れ
ば
、
従
っ
て
ま
h
L
鏡
銅
業
の

再
建
が
意
圃
什
一
ら
れ
る
も
の
ー
と
す
れ
ば
、
資
本
蓄
積
が
一
大
限
円
で
あ
る

こ
と
は
自
聞
の
理
で
め
る
ロ
而
し
て
資
本
蕎
積
い
か
生
産

1
1阪
賓
の
遣
す

じ
を
遁
る
と
と
に
よ
っ
て
、
生
産
物
の
債
値
目
賃
現
を
遁
し
て
の
み
本
来

的
に
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
償
値
賀
現
を
保
持
す
る
と
正
に
よ

っ
て
企
業
を
E
常
力
再
生
産
山
一
軌
道
ド
乗
ぜ
よ
う
と
す
る
補
給
金
政
策
が

利
剖
を
認
め
な
い
と
い
う
と
と
は
、
一
世
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
る

の
で
品
ろ
う
か
。
ぞ
れ
は
明
か
に
矛
盾
ー
と
思
わ
れ
る
。
而
も
斯
か
る
政
策

に
よ
っ
て
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
観
鋼
業
の
依
復
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば

そ
れ
は

E
の
よ
う
仁
説
明
さ
れ
得
る
か
。
「
利
絢
は
認
め
す
一
と
い
う
建

前
は
車
な
る
反
語
的
表
現
で
は
な
か
刊
の
ラ
か
。
若
し
僚
に
ぞ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
利
潤
は
ピ
ー
の
よ
う
な
形
で
原
債
を
構
成
し
て
い
る

白
で
あ
ろ
う
か
。
閏
り
企
業
締
皆
に
更
す
る
資
金
問
題
を
補
給
金
の
み
仁

於
ず
一
捉
え
Q

こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
が
、
然
し
補
給
金

に
よ
っ
ア
利
潤
い
か
保
読
さ
れ
仁
か
否
か
が
補
給
金
較
的
用
1c
企
業
快
復
の
蹄

錨
鋼
補
給
金
目
闘
す
る
一
考
事

過
の
内
貿
を
つ

f
問
題
の
一
で
品
る
乙
と
は
否
定
で
き
な
い
。
で
い
か
こ
白

問
題
は
少
〈
と
も
表
向
き
に
毘
表
さ
れ
る
原
償
算
定
の
資
制
骨
骨
以
て
し
て

は
判
断
さ
れ
得
な
い
附
難
守
仲
ツ
て
い
る
。
こ
の
ず
エ
ー
ル
に
つ
つ
土
れ

に
醗
後
企
業
再
建
の
謎
仁
針
し
で
今
一
一
、
三
の
問
題
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

例
え
は
、
日
銭
t
は
験
後
三
十
三
年
上
半
期
ま
で
仁
二
億
八
四

O
O高

聞
の
起
業
費
が
計
上
せ

4
れ
、
こ
の
う
ち
設
備
義
金
と
し
て
復
金
よ
り
借

入
れ
亡
額
が
一
一
七

O
O菖
国
に
週
百
十
、
相
官
の
自
己
資
金
が
存
在
し
て

い
る
と
い
わ
れ
同
町
。
こ
の
よ
う
な
右
己
資
金
の
形
成
が
本
来
的
に
生
産
物

の
阪
費
を
遇
し
て
可
能
で
あ
る
と
考
え
巳
れ
あ
場
合
(
問
主
目
帯
責
も
考

え
b
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
、
或
い
は
ま
た
販
買
の
揚
骨
に
も
正
常
な

間
給
ル
ー
ト
を
遁
る
か
或
は
聞
ル
ー
ト
に
流
れ
る
か
に
も
問
閣
は
あ
る
)

で
は
利
潤
は
一
世
存
在
し
得
亡
し
y

否
か
が
問
題
と
な
る
。
今
こ
の
問
題
に

針
し
て
解
答
を
興
事
ズ
る
と
と
吋
出
来
な
い
が
、
「
目
本
織
鋼
業
の
塞
礎
的

保
件
」
(
佐
甲
一
一
一
郎
著
)
じ
述
べ
巴
れ
て
い
る
黙
は
こ
の
問
題
ド
掛
レ
て

少
h
Y
A
K
ゲ
晴
一
目
す
る
と
と
ろ
が
あ
ろ
う
。
即
ち
原
債
算
定
の
一
候
件
仁
る

原
車
位
仁
つ
い
て
物
債
臆
じ
於
て
算
定
し
た
色
の
と
質
績
を
針
比
し
て
み

れ
ば
、
日
本
鋼
管
川
崎
の
軍
油
比
を
除
い
て
い
守
れ
も
震
績
の
方
が
ト
廻

っ
て
い
る
。
民
日
述
べ
て
府
ら
れ
る
f
と
は
要
す
る
に
補
給
金
算
定
ω
基

礎
で
あ

ο
原
債
の
見
積
以
リ
の
甘
さ
を
全
一
張
ず
る
ち
の
で
あ
る
。
阿
擦
の
こ

ー
と
は
例
え
ば
、
二
十
四
年
四
月
債
格
改
訂
じ
於
て
色
年
間
噛
既
定
生
産
量
は

銑
銭
一
九

O
高
ト
シ
、
鋼
材
一
九
二
高
ト

γ
で
あ
る
の
に
比
し
で
、
債
格

算
定
針
策
数
量
は
宍
々
一
七
八
高
ト

γ
弱
、
二
二

O
高
ト
ン
強
L
せ
巴
れ
、

第
六
十
八
巷

五
五

= 

第
四
・
五
擁



餓
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
配
布

績

叫

朗
8

1

 

0

0

 

九
三
・
六
%
1
r
一
六
七
・
七
%
に

見
積
ら
れ
で
い
ゐ
賭
仁
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
ロ
一
巾
も
算
定
原
慣

が
国
史
的
で
あ
る
の
に
比
し
て

宜
績
は
企
業
合
理
化
、
生
産
力

増
大
の
努
労
が
特
わ
れ
る
限
h

低
下
町
傾
向
を
も
ち
、
雨
者
の

差
は
大
き
〈
な
る
も
の

E
考
え

ら
れ
る
c

補
給
金
政
策
の
最
盛

時
と
い
わ
れ
る
二
十
三
年
六
月

物
債
補
主
時
に
於
て
二
十
三
年

度
よ
り
も
操
業
度
が
脚
上
し
て

い
る
に
ち
拘
色
十
補
給
金
庫
債

の
比
貫
が
靖
夫
レ
て
い
る
こ
と

は
、
一
一

1
三
年
度
に
於
け
る
原

債
を
一
定
の
甘
き
を
一
討
す
も
の
に

他
勺
ら
な
い
。
聞
も
「
こ
の
土
う
に
ヨ
ヌ
ト
は
低
下
し
て
い
る
1
ど
排
出
町
き

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
す
、
世
に
補
給
金
の
比
重
が
増
大
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
二
十
一
一
一
年
度
に
お
い
て
は
織
鋼
、
非
鍛
金
扇
部
門
の
物
慎
輯
系
企

利
用
し
て
符
わ
れ
た
秘
将
積
立
金
は
相
蛍

E
頼
に
昇
っ
た
こ
と
B

と
栴
察
さ

れ
む
の
で
あ
る
。
そ
の
他
去
十
一
例
え
ば
柿
給
金
調
象
物
資
仁
る
銑
依
や

菅
温
銅
等
と
そ
う
で
な
い
特
殊
鋼
の
雨
者
を
生
産
し
て
い
る
工
場
(
己
目

1.521 

1.1佃

1.6.35 

車牧

l--f霊室長お(貨
同j炭比'.同1

日錨八幡|コ戸クス比 1.120

(1叫枠凶現在)憐石判 1.720 

協同|JJ: 1.]20 

0.103 

原予~o. 31 

第
六
十
八
巷

二
五
六

第
阿
・
亙
披

教
は
可
古
川
り
多
い
)
で
は
、
補
給
金
調
象
物
資
の
原
慢
の
中
に
雨
宥
に
共

遁
の
経
費
、
例
え
ば
回
定
費
の
幸
一
瀬
を
組
込
ん
で
原
慎
計
算
費
叫
刊
号
物
債

聴
に
提
出
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
原
伎
の
甘
き
を
必
然
化
廿
し
め
得
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

安定常物資の憤格(小ン営り情椅軍位間)

、I憎裸消費者椅 高守d主偶?者州側観給 l
3，000 I 7，000 

鋼材(平均)I 29，195 15，400 I 25，000 
特産向石炭 3，345 
硫安 20，566 9489 「臼
ツ戸 y 1Ji. I 19，515 8，410 I 11，105 I 36，500 
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以
上
補
給
金
算
定
の
原
債
計

な
の
中
に
み
ち
れ
る
甘
ド
許
債

ひ
い
て
円
利
潤
の
有
無
え
の
疑

問
に
山
出
し
て
暗
示
的
な
幾
つ
か

の
黙
を
あ
げ
七
炉
、
こ
の
よ
う

な
算
宮
原
償
に
も
と
づ
〈
生
産

岩
償
格

MY--従
づ
て

t
t極

め
て
多
品
山
に
政
治
的
な
色
彩
号

も
つ
人
偏
的
債
格

MY---同
然

的
市
場
債
格
と
針
比
せ
ら
れ
た

場
合
、
そ
乙
に
ま
h
L

異
つ
七
同

額
い
か
一
話
さ
れ
る
。
例
え
ば
二
十

コ
一
年
度
末
仁
於
て
み
ら
れ
る
公

官
僚
格
と
自
由
慣
絡
の
講
師
附
に

つ
い
で
み
た
と
き
、
槌
澗
商
品

に
潤
す
る
需
要
が
相
調
的
に
弱

少
で
あ
る
こ
と
を
一
目
し
て
居

b
、
そ
れ
が
経
験
置
後
の
特
に

目本統計研空所備考
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11月分

101.0 

10月分9月分8月分ベース別品種

97.8 94.0 94.0 19-....~8mm S同棒

105.6 100.0 100.0 

98.4 

96.3 板

板

厚

薄 lCマ398.4 
¥ 95.4 

106.4 99.0 95.4: 

DtL7 

91.7 

107δ 

11.5.6 

99.0 

111.6 105.8 

99.1 

104.~ 

93.~ 

103.4 

蝿
鍋
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

106.2 lCヲO

104.3 

94.2 

104す

消
費
費
糾
需
要
山

積
し
か
っ
亡
時
代

ー
と
併
せ
考
え
る
場

今
、
補
給
金
政
策

が
ま

t
極
め
て
大

き
な
官
礎
材
讃
を

な
し
て
い

t
こ
と

が
判
4
0
0

更
に
一

の
問
題
は
、
今
仮

に
同
然
的
な
市
場

債
格
寸
防
て
企
業

の
採
算
が
と
れ
て

い
仁
と
す
ゐ
な
ら

ば
補
給
金
カ
そ
れ

以
上
の
も
の
お
古
保

護

L
て
い
に
こ
'
と

に
な
る
と
い
う
こ

E
で
あ
る
。
即
ち
、

一
一
十
宝
年
七
月
鋼

材
楠
総
金
が
査
機

せ
巴
れ
に
後
の
建

値
推
移
仁
つ
い
て

103.9 100.3 93.1 

104.3 

93.1 

74披より鋼材倶梁部情報

事

e 
備考

み
る
と
債
格
統
制
時
山
宅
産
岩
慣
格
(
二
十
五
年
一
月
)
を
下
廻
る
も
の

が
多
か
っ
た
。
八
月
分
憩
怖
じ
つ
い

τい
う
と
、
一
一
品
種
の
夫
々
の
4

1
ス
別
一
三
品
目
に
於
ず
奮
信
一
定
者
侵
略
に
到
し
で
は
六
%
乃
至
宝
・
四

持
の
値
上
ち
を
一
百
レ
て
い
る
が
生
産
者
債
格
を
上
廻
る
も
の
は
九
品
円
に

損
害
予
か
っ

t
。
而
も
叫
川

E
時
守
同
じ
〈
し
て
授
生
し
七
朝
鮮
動
範
稜
の

十
月
八
7

に
つ
い
て
み
て
も
奮
優
絡
を
上
廻
る
も
の
一
=
一
品
目
に
温
ぎ
な
い

有
撲
で
あ
っ
亡
。
と
の
よ
う
な
事
宵
は
、
偲
令
換
業
度
の
上
昇
ゃ
企
業
合

理
化
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
伺
革
閉
会
定
債
格
|
|
従
っ
て
ま
た
補
給
金
政

策
!
ー
ー
が
相
嘗
の
刺
澗
を
原
健
中
に
隠
し
て
い
に
'
と
い
ラ
判
断
を
可
能
な

ら
し
め
る
も
の
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
ロ

以
上
幾
つ
か
の
馳
に
つ
い
で
述
べ

t
所
は
、
も
と
よ
り
荊
確
な
原
債
算

定
に
容
づ
い
て
開
き
れ
亡
結
論
で
は
な
〈
、
よ
り
詳
細
な
研
究
に
侯
た
な

け
れ
ば
な

ιな
い
U

然
し
自
己
資
金
の
問
題
や
或
い
は
ま
h
L

世
上
幾
度
か

論
議
の
的
に
な
っ
七
織
鋼
業
快
復
円
謎
自
こ
こ
仁
或
頼
度
暗
一
目
さ
れ
、
推

測
を
可
能
な
ら
レ
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
ラ
か
。

m
資
金
問
題

補
給
金
支
梯
業
務
が
債
格
岸
補
償
ド
終
始
し
に
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

支
梯
機
構
「
い
つ
い
て
述
べ
亡
際
に
言
及
し
に
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
一
睡

債
格
芽
補
償
以
上
山
機
能
守
ら
っ
て
い
h
L

と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
何
あ
る

か
。
い
う
ま
で
も
f
t
資
金
救
済
の
機
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
挫
し
に

よ
う
に
‘
査
団
山
貝
取
理
町
内
方
式
ー
と
い
う
会
開
業
務
の
内
務
L
」
関
連
し
て
い

る
。
賞
際
に
は
製
品
は
メ
ー
カ
ー
よ
h
問
屋
十
通
H
U

一η

消
費
者
に
流
れ
る

第
六
十
八
巻

五
4二

第
四
・
五
輯

一



鍋
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

に
も
拘
ち
中
、
買
取
買
戻
が
行
わ
れ
た
?
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、

明
ら
か
で
品
ゐ
。
生
産
!
|
販
費
、
曲
目
上
金
回
収
の
期
間
じ
公
園
の
生
産

買
取
代
金
が
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
資
金
救
済
的
役
割
守
果
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
園
は
極
め
て
強
〈
金
融
静
岡
的
色
彩
を
帯
び
、
殴
後
イ
シ
フ

ν
の

激
化
に
伴
っ
て
枯
漏
す
る
運
鴎
資
金
(
戦
時
中
よ
り
の
設
備
撹
張
、
職
俸

の
縮
小
再
生
産
に
よ
っ
て
未
報
動
設
備
を
多
く
拍
え
て
い
た
鍋
鋼
業
に
於

て
は
、
護
金
需
要
は
短
期
の
週
明
護
金
に
於
て
担
割
的
に
大
き
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
)
の
↑
時
的
教
慣
の
捨
い
手
と
な

h
、
メ
ー
カ
ー
の
企
業
運

替
の
闘
滑
化
を
計
フ
七
ー
と
い
え
る
。
こ
の
機
能
は
、
直
接
復
金
融
資
に
よ

名
公
園
資
金
を
以
て
苧
岸
良
取
M
Y
な
き
れ
仁
場
合
も
、
部
承
手
形
制
度
の

R
Y
場
に
よ
っ
て
市
中
銀
行
よ
り
資
金
ぞ
割
引
い
で
貰
う
一
士
フ
仁
な
つ
七
場

合
仁
於
て
色
、
何
等
本
軍
日
異
な
ら
な
い
。
今
需
産
省
山
調
ベ
に
よ
る
某

代
表
的
メ
ー
カ
ー
の
牝
孔
時
況
に
つ
い
て
み
て
も
、
会
閣
の
補
給
金
支
排

業
務
の
軍
要
性
い
か
剣
る
ず
あ
ろ
う
。
而
し
て
こ
の
こ
よ
う
な
金
融
機
関
的

機
能
が
債
格
世
補
償
の
名
の
下
に
遼
行
き
れ
h

い
こ
と
は
、
む
し
ろ
そ
町

t

v

つ
な
機
能
自
瞳
が
大
き
な
眼
目
で
あ
つ
に
と
み
る
こ
と

f
安
常
】
と
す
る
も

の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
乃
う
。
げ
に
じ
皐
仁
領
特
補
償
り
み
が
目
的
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
殊
更
じ
椀
雑
な
垂
直
買
取
買
戻
方
式
を
採
用
す
る
嬰
が
な

か
っ
士
か
ら
ご
み
の
る
。

右
に
漣
ペ
亡
会
周
業
務
的
資
金
数
漕
的
機
能
は
然
し
ま
に
更
に
鹿
い
蔵

野
に
於
て
み
る
こ
と
仁
よ
っ
て
よ
り
有
数
で
あ
る
U

ぞ
れ
は
ま
仁
還
時
資

A
q一
の
み
な
巳
す
設
備
資
金
を
も
合
め
て
資
金
量
僅
仁
於
て
、
関
家
資
金
及

第
六
十
八
巻

五
i¥ 

事
四
・
豆
披

表

|玩24年(3月||24年 5月
質敷% 貫教[が

J( 上 573 2!:l.3 
17削詰O 

17.3 

ノ~，、 園 659 25.6 38，2 I ] ，218 22.8 

補 給 金 600 23.G 1，050 29，7 I 2
t
200 40.6 

そ 6つ イ也 132 5.1 231 6.5 271 5.0 

借 入 金 600 23百 500 14，1 790 14.6 

苦十 2，G64 100.0 3.539 1前 .0 5，415 100.0 

移推況吠九4疋No.34 
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前掲書

ぴ
市
中
銀
行
資
金
と

の
闘
遁
に
つ
い
て
み

る
と

E
で
ち
め
る
。

い
う
ま
で
も
な
〈
復

金
、
九
世
閤
及
び
市
中

銀
行

2
三
者
は
極
め

ナ
一
密
接
な
絡
み
合
い

ノ
を
以
て
メ
カ

l
に

謝
し
て
い
る
。
聞
も

復
金
の
公
園
剥
資
、

復
金
の
退
場
と
τ
と
も

に
出
現
し
仁
会
闘
認

承
手
形
制
度
仁
よ
る

市
中
銀
符
ー
と
の
閥

謹
、
ま
た
市
中
銀
行

に
よ
る
補
給
金
見
逗

融
資
、
復
金
及
び
市

中
銀
行
の
鏡
鋼
業
去

の
間
接
的
融
資
等
々

が
之
で
あ
る
。

職
後
補
給
金
は
、

復
金
融
資
k
m
劃
比

通産省誼商錨鋼局編備考



仁
於
て
之
を
み
る
時
、
資
本
町
建
置
し
苅
生
産
快
復
に
罰
し
て
は
間
接
的

に
!
|
償
債
の
メ
カ
=
ズ
ム
守
遇
し
て

i
l作
用
す
る
も
り
で
め
っ

t
。

然
し
験
後
の
低

T
Lた
生
産
性
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
車
に
流
遁
機
構

の
調
整
仁
よ
る
行
け
で
は
阻
止
じ
得
な
い
危
機
に
潤
し
て
は
乙
乙
に
置
接

的
な
融
資
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
亡
。
こ
こ
に
所
謂
復
金
融
資

が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
品
目
っ
て
そ
れ
は
補
給
金
を
カ
ヴ
ァ

1
し
補
強
す

る
も
の
で
あ
っ

toγ
」
の
復
金
融
資
は
以
上
の
よ
ラ
hu
意
味
で
補
給
金
盟

系
の
補
強
誕
置
で
品
っ
た
が
、
ぞ
申
直
接
的
融
資
は
市
中
銀
行
の
融
資
と

鞘
照
せ
し
ゆ
る
と
き
市
中
金
融
噛
い
闘
の
投
資
危
険
ぞ
肩
代
り
す
る
性
格
を

も
っ
て
い
に
ロ
織
鋼
業
へ
の
融
資
中
に
於
て
占
め
る
復
金
融
資
申
比
重
ー
は

設
備
資
金
の
七
三
・
四
%
に
封
レ
で
運
胸
資
金
は
入
・
四
%
と
い
う
極
町
γ

て
小
部
卦
じ
!
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
験
後
イ
ン
フ

ν
の
激
化
ー
と
不
安
定
な
混

飢
臼
時
期
に
一
般
市
中
銀
幹
よ
り
の
長
期
資
金
の
供
給
側
難
を
ル
グ
ァ
ー

し
そ
り
り
ス
ク
を
肩
代
h
寸
る
と
と
に
よ
っ
て
、
市
鋲
を
し
て
収
得
世
の

犬
?
流
動
性
に
戸
時
観
期
資
金
面
え
の
融
資
由
利
害
確
保
ゼ
し
め
た

と
い
う

ιと
守
得
よ
号
。

(
註
)
A

守
橿
金
の
輔
鋼
業
へ
回
融
資
眠
況
を
み
る
遣
は
な
い
が
、
主
要

な
メ
ー
カ
】
の
若
干
に
つ
い
て
簡
早
に
hm
る
と

日

本本

菅輯

二
十
四
年
三
月
迄

設
備
賞
金
融
護
輯

屯一一一、
D
D
D

五一口、さ一穴

二
十
五
年
一
月
末

現
在
融
費
残
高

七菩一、口
D
D

A
六九、目一八

目

鋼製

融
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

扶

桑

麗

金

一九六、同地(〕

一百-一
J
一口ニ

(
車
位
千
聞
)

之
忙
謝
し
て
市
中
金
融
機
臨
り
融
資
に
つ
い
で
み
れ
ば
、
短
期

資
金
融
資
。
支
配
的
な
こ
と
が
わ
恥
る
。

長

期

黄

金

短

期

資

金

本

鋼

管

回

宝

、

三

一

五

一

、

圭

一

、

一

g

(
ニ
五
年
コ
一
且
末
硯
在
)

桑
金
属
一
四
六
、
口
二
三
凡
一
、
口
夫
、
空
口

三
五
年
十
月
十
宍
日
現
在
)

ま
た
設
備
資
金
と
運
梓
資
金
別
に
み
る
と

設

備

資

金

運

樽

資

金

士

製

錨

-

正

也

、

凡

口

口

一

「

口

D

A

d

s

(
一
一
五
年
六
月
一
一
一
十
日
現
在
)

更
に
ま
た
市
中
金
融
機
関
の
融
資
の
損
失
を
補
償
す
る
保
謹
融
資
品
行
わ

れ
、
こ
れ
の
履
行
は
一
一
十
四
年
一
一
一
月
の
復
金
融
資
の
停
止
後
も
行
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

復
金
仁
よ
お
補
給
金
曲
面
来
の
補
強
装
置
は
直
接
的
じ
は
公
園
へ
の
融
資

に
み

ιれ
る
。
そ
れ
は
三
五
表
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
公
園

資
金
の
復
金
依
存
は
公
閤
認
承
手
形
の
出
現
、
復
金
機
能
の
後
退
及
び
停

止
に
つ
れ
で
漸
弐
市
中
銀
符
に
移
行
し
た
。
か
(
で
補
給
金
政
策
は
復
金

と
の
絡
み
A

す
い
よ
h
市
中
銀
行
と
の
閥
謹
白
緊
常
化
へ
移
行
し
た
諜
で
あ

る
が
、
市
中
銀
行
を
利
用
し
士
会
闘
一
認
承
手
形
制
度
の
伯
に
、
ま
七
直
接

の
市
中
銀
行
か
巳
餓
鋼
業
へ
の
融
資
は
補
給
金
見
返
融
資
の
形
を
?
と
る
も

日扶官

第
六
十
八
巻

五

五
コ九

第
四
・
五
貌



錨
鋼
楠
給
金
に
聞
す
る
一
考
察

債格調整会園事業費全筑窪返済一覧表(早世百高間)

2ぞ月1-|町 0月 ~合 音十
23年 3月四年 9月 24年 2月 24&fヶ月

iA lLd 562，3，657999889I1| 4463，，68886 7 13，794 
2，799 

i-l時点
。

A58，，3863747811 | 1 22800，，5O4545053|| | 573859 。 25，3.10 49，306 I 
o 8，968 ，553 

iii l言語22l 幻 7651川9，{)73 18，065 I 39，104 26，053 I 93，193 
3，446 8，246 I 11，767 11，352 

1，251 6，409 

毎「間均額 ;g B聾 額 907 3，160 6;517 6，513 

No.35 

餌
六
十
八
巻

，、
O 

第
四
・
五
旗

-
~ ，、

の
も
多
〈
、
こ
こ
仁
於
て
も
雨
者
り
決
レ
て
無
関
係
で
な
い
こ
と
が
窺
え

る。
以
上
み
て
き
た
と
こ
ろ
の
闘
家
資
金
と
民
間
賛
金
の
つ
な
が
り
は
経
済

駅
態
の
推
移
、
政
策
の
嬰
吏
等
に
よ
っ
亡
同
盟
化
し
で
き
仁
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
例
え
ば
、
復
金
機
能
の
停
止
、
更
に
は
ま
そ
見
返
資
金
の
産
業
技

賛
の
開
始
等
の
事
情
、
或
は
一
一
十
四
年
度
よ
り
す
る
財
政
金
融
緊
縮
方
針

に
仲
う
購
買
力
の
低
下
、
金
詰
h
、
市
中
金
融
機
関
の
重
要
性
の
増
大
等

々
。
然
じ
な
が
ら
こ
む
よ
う
な
鍵
化
に
も
拘
ら
十
、
酷
明
後
経
済
の
快
復
過

程
仁
於
で
補
給
金
を
始
b
と
す
る
園
家
及
び
民
間
資
金
の
密
接
な
関
連
の

下
仁
於
け
る
強
力
な
援
助
は
、
決
し
で
否
定
で
専
な
い
大
き
な
影
嗣
習
を
輿

え
て
来

rの
で
め
る
。
ぞ
れ
は
先
十
庇
汎
な
物
資
統
制
、
岡
山
格
統
制
を
以

て
す
る
験
後
補
給
金
制
度
を
中
心
と
し

t
裂
足
し
h
L
B

と
み
る
の
が
愛
嘗
で

あ
ろ
う
。
低
債
絡
に
於
け
る
生
産
復
興
と
涜
通
秩
序
の
快
復
|
|
そ
れ
が

結
果
ド
於
て
成
功
し
仁
か
否
か
は
別
と
し
て

1
1を
同
時
に
意
闘
す
る
補

給
金
制
度
を
中
心
に
、
酷
後
イ
ン
フ
レ
の
激
化
と
続
開
秩
序
的
混
胤
に
よ

っ
て
生
す
る
ギ
ヤ
ヲ
フ

E
正
常
化
え
の
阻
止
的
要
闘
に
劃
す
る
強
力
な
資

金
面
の
援
助
k
い
一
つ
補
元
的
手
段
を
以
て
、
こ
こ
仁
園
家
資
金
ド
よ
る
鍛

鋼
費
本
の
再
建
を
援
助
す
る
機
構
を
形
成
し
、
更
ド
民
間
資
金
を
ち
動
員

し
て
、
債
格
統
制
の
下
じ
於
吋
ゐ
再
建
過
程

t
歩
A
r
F
い
一
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

前掲書園立園官問書館備考
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以
上
述
べ
て
き
に
と
こ
ろ
で
明
ら

rな
よ
う
仁
、
臨
間
後
純
滑
復
興
の
一

X 



大
推
進
力
は
補
枯
金
政
策
で
あ
っ
た
。
レ
か
も
こ
白
補
給
金
政
策
に
於
て

餓
鋼
業
日
占
め
る
位
寵
の
大
手
き
は
艶
後
経
済
扉
建
町
童
酷
の
奈
漫
に
存

し
h
L
か
を
知
ら
し
鳩
山
る
。
是
の
こ
と
は
補
給
金
撤
廃
及
び
物
資
時
制
廃
止

の
過
程
に
於
て
他
の
物
資
仁
比
較
し
て
餓
鋼
統
制
が
従
っ
て
ま
h
織
綱
補

与
さ

給
金
一
か
な
が
〈
残
っ
て
い
た
賠
に
於

τも
窺
い
得
ら
れ
る
E

(
監
)
例
え
ば
債
格
調
整
企
画
だ
け
に
つ
い
て
み
て
も
、

ζ

こ
で
は
重

要
鏑
エ
業
物
資
中
右
京
と
肥
料
を
除
〈
四
一
品
目
が
取
扱
わ
れ
た

が
、
ニ
十
王
年
四
月
で
銑
曲
、
普
誼
鋼
々
材
、
苛
性
u
r
I
F
轄
八

品
目
托
盤
理
さ
れ
て
い
る
。

も
ー
と
よ
h
基
礎
的
素
材
提
供
者
と
し
て
の
織
鋼
業
の
一
軍
要
性
は
否
定
き
れ

る
べ
き
で
な
い
が
、
然
し
ま
た
間
間
後
九
世
闘
及
び
復
金
等
由
官
僚
機
構
と
の

結
び
つ
事
国
は
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
関
家
資
本
の
援
助
に
よ
る
織
鋼
資
本

の
鵠
直
し
川
職
時
中
仁
到
撞
し

t
支
配
的
関
描
の
再
麓
維
持
に
他
な
ら
な

か
っ
亡
乙
!
と
ち
明
か
で
ゐ
品
。
と
同
時
に
こ
の
よ
う
れ
保
護
的
開
制
の
手

が
件
的
構
件
へ
の
伝
的
措
置
を
越
え
で
資
本
町
償
個
貰
徹
の
仕
組
の
中
に

人
り
込
主
3
お
を
得
九
ぱ
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
補
給
金
政
策
的
出
現
と
そ
の

隠
史
的
問
問
格
が
み
色
れ
る
の
で
あ
る
。

い
同
点
統
計
研
究
所
「
軸
後
資
本
蓄
積
に
布
け
る
園
家
費
金
の
佼
割
」

仰
間
十
九
統
計
研
究
所
同
右

六

い
ま
補
給
品
目
政
策
日
刊
現
と
そ
の
終
末
に
い
た
る
糾
過
を
総
括
的
に
振

補
給
金
D
撤
廃

l
国
家
統
制
白
後
退

錯
銅
補
給
金
に
闘
す
右
一
考
串

h
J
逗
つ
で
み
る
T
f

殴
後
所
謂
イ
Y

フ
V

政
策
に
よ
っ
で
企
業
ド
λ

ド
ザ
ク

資
材
の
喰
い
つ
ぶ
し
に
よ
る
イ
シ
フ
レ
利
得
を
同
盟
取
す
る
過
程
目
、
昭
和

三
十
一
一
年
七
月
号
以
て
補
給
金
政
策
へ
棒
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
F

こ
と
は
端
的
古
イ
シ
フ
レ
政
熊
よ
り
生
産
快
復
、
締
済
安
定
由

政
策
へ
の
移
行
を
一
目
す
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
臆
後
に
於
て
閥
民

解
演
に
一
目
さ
れ
土
閥
家
楠
力
の
最
色
明
確
な
干
渉
の
時
期
で
も
め
っ
士
。

今
迄
に
述
べ
た
よ
う
に
、
皐
な
る
法
的
措
置
の
み
で
は
救
済
し
え
な
い
費

本
の
危
機
の
救
済
と
い
う
幡
市
践
後
補
給
金
は
職
時
中
の
そ
れ
ど
は
異
つ

τい
る
b

そ
し
て
と
の
補
給
金
政
策
の
輿
え

f
敷
果
は
可
成
b
著
し
い
色

の
が
晶
っ
た
こ
と
は
前
述
し
牝
所
で
あ
る
。
稼
動
曜
の
上
昇
、
生
産
額
白

増
大
等
|
|
殊
に
イ
ン
フ

ν
い
か
横
這
い
獄
態
昔
示
し
た
ご
十
一
一
一
年
度
に
於

て
願
箸
な
も
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
筏
補
給
後
政
策
は
一
一
十
四
年
四
月
よ

b

減
肢
の
方
向
に
向
つ
に
。
所
開

γ
少
ジ
・
ラ
イ
ン
の
日
現
T
あ
る
。
色
と

よ
h
こ
の
よ
う
町
政
策
の
稗
行
は
内
外
の
政
治
的
経
憐
的
欺
勢
の
現
化
と

探
い
関
連
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
。
縫
っ
て
問
題
の
考
察
じ

於
て
闘
際
的
な
腕
野
を
色
つ
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
品
る
ι

然
し
こ
こ
で

は
ご
臨
そ
の
こ
と
は
拾
い
て
も
、
ド
ザ
ジ
・
ラ
イ

y
日
出
現
は
純
済
安
定
、

間
際
締
漕
へ
の
参
加
や
一
意
味
し
た
。
即
ち
、
岡
家
白
斑
接
的
hu
保
穫
の
手

を
は
な
れ
て
、
企
業
は
関
際
腕
傍
に
自
カ
ヤ
繋
場
す
る
こ
と
'
と
な
っ
七
回

で
あ
る
。
(
然
し
な
が

b
、
ζ

の
と
と
は
園
家
統
制
の
全
面
的
消
滅
を
意

味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
表
面
的
に
は
萎
を
消
し
て
い
る

が
、
し
か
し
呉
っ
た
形
障
に
於
て
維
持
せ
ち
れ
て
屑
る
と
と
も
に
、
室
た

第
六
十
八
輯

内
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儲
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
畢

園
際
的
な
繭
鮪
出
頭
〈
浮
世
上
っ
て
く
る
が
、

ζ
ζ

で
は
そ
れ
も
一
躍
論

外
に
置
〈
己
と
に
す
る
)

い
わ
ば
鞍
後
の
紹
憐
の
荒
肢
の
時
期
か
ら
閤
際
組
欄
聞
に
多
加
す
る
湿
の

問
仁
企
業
の
快
復
の
b
L

め
の
最
も
大
き
な
関
家
的
保
護
の
手
い
か
補
給
告
政

策
で
あ
っ
た
り
戸
、
あ
b
、
ま
七
、
一
一
際
こ
の
よ
う
な
段
階
に
ま
で
企
業
。

快
復
を
可
能
な
ら
し
玖
仁
の
も
補
給
命
政
策
仁
他
な
ら
な
か
っ
士
の
で
品

銭
綱
業
り
快
復

μ
補
給
金
支
梯
守
宅
訟
と
す
る
関
家
資
本
の
援
助
白
下

に
な
き
れ
た
と
乙
ろ
の
艶
綾
再
建
過
程
は
昭
和
三
十
四
年
度
よ
b
漸
実
的

な
補
給
金
揃
般
の
過
程
に
移
行
し
て
い
つ
七
ロ
「
竹
馬
経
済
の
脚
」
の
切

断
は
至
上
骨
令
で
あ
っ

t
o
か
〈
て
敏
夫
に
わ
亡
る
補
給
金
制
減
過
程
骨

紹
て
、
ご
十
六
年
三
月
四
銑
餓
補
給
金
腔
止
を
以
で
鞍
後
競
鋼
補
給
金
政

策
は
仙
静
止
符
を
打
た
れ
る
に
到
つ
に
。

私
的
企
業
の
経
済
話
翫
が
慣
値
の
寅
現
を
目
指
し
、
そ
こ
に
於
で
活
動

の
集
約
的
表
現
が
興
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
表
現
白
捨
賞
者

と
し
て
の
補
給
金
の
機
能
昨
、
眼
健
鰹
摘
の
荒
肢
の
中
に
於
て
は
極
め
て

置
接
的
な
そ
し
て
ま

t
大
き
hu
保
語
の
手
で
あ
っ
士
。
が
然
し
な
が

ιか

〈
で
快
復
し

f
生
琵
カ
付
果
し
で
織
綱
案
の
危
機
の
兎
服
を
意
味
し
b
L

で

あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
こ
の
補
給
金
政
策
仁
よ
っ
て
符
わ
れ
た
企
業
援
助
は

そ
こ
に
内
在
す
る
矛
盾
T
隠
蔽
す
る
の
じ
役
立
つ
亡
に
す
ぎ
な
わ
と
い
え

あ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

験
後
織
鋼
業
存
立
の
憾
什
の
嬰
化
に
件
う
7
7
慣
は
、
ぞ
れ
を
糊
塗
し
て

事
六
十
凡
巻

六

第
四
・
玉
置
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ぞ
み
る
ー
と
米
闘
で
は
青
々
一
二
・
克
%
地
、
印
度
ア
は
三
六
・
五
%
と
}

=
了
三
%
、
之
に
劉
し
わ
が
園
で
は
宜
一
%
E
一
九
・
四
%
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
町
駅
態
の
克
服
の
七
め
に
補
給
金
倒
柑
抑
止
叫
程
を

混
じ
て
常
然
企
業
合
理
化
un
行
わ
れ
な
げ
れ
ば
な

ιな
か
っ
亡
。
郎
ち
品
開

剰
人
員
の
韓
理
、
賃
銀
制
度
の
改
章
、
勢
働
の
集
約
化
、
原
車
位
の
向

上
、
熱
管
理
の
促
港
、
阪
費
完
費
の
節
減
等
々
の
努
力
が
つ
づ
り
ら
れ
亡

が
、
然
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
た
合
理
化
も
二
十
王
年
に
入
っ
て
殆
E
限
界

に
謹
し
、
最
早
豆
大
町
設
備
資
金
舎
は
て
設
備
の
近
代
化
、
機
械
化
等
の

施
策
者
講
じ
な
町
れ
ば
合
理
化
的
構
展
も
期
待
し
え
な
い
朕
態
ド
品
つ
土

と
い
わ
れ
て
い
る
。

〆'

No.37鍛鋼部門見返資金融費主主演及計費

{車位千閏)

綿設備資金掴I内見返資金融資額内替
24年度 3，966，311 1，417，305鋼管 260，364，

日融1，056，941
25年度 16，149，1ヲ5790，988神戸 40，732 

鋼管 244，256，
富士 S26，Ooq
。輔八。幡 180，000 

226 7年度 40，254，984骨b4，417，。

-
融
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察

備考。1.市栄印は計壷(所要額推定)

2 森口闘ニ「錨釧業におげる資本蓄

積回商問題」市場<R析第12披

他
面
に
於
で
復
金
剛
費
の
停
止
、
ま
れ
会
聞
業
務
の
樫
化
即
ち
全
面
見

取
買
戻
方
式
よ
り
差
舟
決
済
方
式
え
の
務
特
等
に
よ
っ
て
、
織
鋼
業
の
資

金
は
市
中
金
融
機
岡
仁
謝
す
る
依
存
度
舎
強
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と

と
も
に
傑
衆
復
金
融
資
仁
ょ
っ

T
肩
代
り
さ
れ
て
い
た
長
期
設
備
資
金
は

新
し
〈
登
場
じ
止
見
逗
資
金
仁
期
待
す
る
こ
と
と
な
っ
土
。
マ
」
れ
は
復
金

融
資
に
代
る
長
期
設
備
資
最
低
利
融
費
の
唯
一
の
も
の

k
し
て
大
き
な
意

義
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
丹
ら
れ
る
。

か
〈
て
削
減
及
び
撤
陵
に
作
う
鎚
鋼
業
の
状
態
は
、
開
家
槽
刀

m
支
柱

を
外
さ
れ
る
こ
と
仁
よ
っ
て
表
面
化
し
七
種
々
の
芳
慣
と
そ
叩
克
服
手
段

と
し
て
の
企
業
合
理
犯
の
努
力
の
酒
程
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
株
点
二
十

宜
年
七
月
の
鋼
材
補
給
金
の
撤
陵
は
極
め
て
品
川
機
的
な
様
相
音
色
七
ら
す

も
の
ー
と
懸
念
さ
れ
て
い
亡
。
然
し
時
炉
問
じ
〈
し
て
朝
開
国
し
た
朝
鮮
動
範

更
に
れ
い
世
界
の
軍
摘
態
勢
は
逆
に
鏡
銅
説
要
そ
保
謹
す
る
結
果
と
な
り
、

鋼
材
補
給
金
撒
陵
を
カ
『
ァ
し
七
の
み
な
ら
子
、
餓
鯛
債
絡
は
次
第

ι高

騰
を
一
部
レ
こ
に
は
原
料
慣
格
自
騰
貴
に
原
困
は
あ
る
が
)
所
閥
動
凱
プ

1
ム
を
さ
え
聞
出
し
て
い
る
の
で
晶
る
。
同
然
し
こ
白
よ
う
な
好
景
筑
田

中
に
も
品
門
機
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
原
料
殊
仁
叉
ク
ラ
ヲ
プ
布
枯

渇
に
絡
A
で
銑
銅
能
力
の
ア
シ
パ
ラ
ツ
ス
の
問
題
が
大
き
〈
浮
び
上
り
、

例
え
ば
銑
織
時
制
の
臨
阻
止
白
是
非
に
つ
い
て
-
貰
メ
ー
カ
ー
と
平
協
メ
ー

カ
ー
が
烈
し
い
艶
立
を
示
レ
七
の
も
問
題
は
関
内
艶
支
臨
め
一
賭
仁
在
る
の

で
あ
っ
て
、
結
局
は
銑
鋼
能
力
り
ア
Y

パ
ラ
シ
ス
と
い

5
企
業
構
浩
の
問

題
を
意
味
し
て
い
る
申
に
他
な
ら
な
い
。
動
蹴
は
後
に
於
て
織
鋼
業
申
近

第
六
十
八
巻

ニコ
大

第
四
・
主
税

ブし



k

錨
鋼
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
諜

統制撤陵俸の鋼材建値目!1Ii主主

へー ス 125"1'.8月|田 126年吋 2Jl I 3月
棒 鋼 19.--28mm 32tOC 

厚 故 12--!白259 26，000! 28，5001 30，5001 32，500 :::5，削(

薄 杭 1.uX3xu:- 32，0001 .36，0001 33，000i 44，000 48~OO( 

普遁綜材 5.5 9 25，0001 29，0001 31，0001 33，000 36，OOC 

鍋 力 O，228x20x28 :- 88戸001102，4301 112，110! 119，釘O 129，63C 

瓦斯管 31ρ叫(1呪首) 173.30 193.50 208:00 233.90 

帯 鋼 2.7_3.5 x 51.-150 29，000 32，700 38，000 41，000 

重軌僚 鋪道用 30，000 30，000 32，500 34，50日 36，50，( 

唖軌僚 10.12.151kg 2'6，000 29，000 31，500 33，500 35，oOC 

No.38 

L 帯鋼(富士建値)五期管(日本鋼管建値)目升は八幡製輯建値

2 鋼材倶梨部情報よ U

代
化
へ
の
努

力
は
現
わ
れ

て
は
い
る

が
、
そ
れ
が

根
本
的
な
編

成
替
を
意
味

す
る
も
の
↑
で

な
い
限
り
、

そ
し
て
ま
た

少
〈
と
も
今

岡
田
好
景
気

が
正
常
な
朕

態
で
は
な
く

て
異
常
な
興

件
の
費
動
と

考
え
ら
れ
る

限
b
、
原
料
、

市
場
商
い
は

憐
詰
に
栴
む

危
機
的
な
矛

盾
は
依
然
と

し
て
解
唱
さ

備考

第
六
十
八
番

事
国
・
宜
競

四
O 

二
八
四

れ
る
こ
と
な
て
、
む
し
ろ
赤
裸
々
た
事
一
に
於
て
露
呈
さ
れ
る
田
舎
預
想
午

し
申
る
も
0
7
あ
る
と
い
っ
て
い
い
で
出
ろ
う
。

慎
持
統
制
の
撤
陵
副
主
補
給
金
誠
横
切
過
稗
は
問
時
に
ま
に
軌
費
統
制

の
際
止
の
過
轄
で
も
品
つ

t
o
か
〈
て

γ
ザ

ジ

・

ヲ

イ

Y

仁
世
田
守
〈
補
給

金
撤
酸
は
土

t
岡
家
の
手
ド
な
Z
鏡
銅
続
制
の
底
止
で
品

h
、
岡
家
檎
力

E
織
鋼
業
日
直
接
的
な
結
び
つ
き
の
解
除
を
一
部
す
も
の
で
も
品
る
。

一
園
田
園
力
炉
製
銀
事
業
の
感
表
の
如
何
ド
か
か
っ
で
い
る
と
い
う
言

葉
は
、
よ
し
融
割
分
の
時
張
を
含
ん
で
い
る
に
し
ろ
、
現
代
に
お
り
る
織
鋼

業
の
重
要
性
小
一
語
っ
て
い
る
。
従
っ
て
ま
七
同
家
摺
力
、
r
織
鯛
撲
の
結
び

つ
き
が
そ
れ
同
盟
に
於
て
必
然
性
を
も
っ
ー
と
い
う
こ

k
は
曹
い
過
ぎ
で
品

ろ
う
か
。
と
に
か
〈
わ
が
闘
で
は
、
織
鋼
業
の
麗
展
の
歴
史
は
ま
七
織
鋼

統
制
の
膳
史
で
も
ゐ
つ
仁
。
或
場
合
に
は
製
織
所
関
替
と
い
う
形
で
、
ま

た
現
る
場
合
に
は
法
的
措
置
に
茎
〈
外
的
保
践
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
危

機
の
激
化
し
七
時
代
仁
は
債
値
質
徹
を
保
脅
す
お
強
力
な
補
給
金
政
策
と

し
亡
、
補
給
金
政
策
は
い
わ
ば
資
本
家
的
企
業
に
劃
す
る
最
も
強
力
な
保

護
申
手
で
晶
つ
に
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
織
鋼
費
本
の
補
強
工
作
を

最
後
に
置
接
的
な
続
制
は
一
一
陣
姿
骨
消
し
た
が
、
然
L
そ
れ
と
同
時
に
、
上

述
し
た
よ
う
に
銭
鋼
業
自
慢
に
と
っ
て
閑
難
な
塗
が
約
東
さ
れ
て
い
お
。

k
と
も
に
、
新
し
い
惜
開
閉
形
簡
が
出
現
し
て
い
る
の
で
晶
る
が
こ
れ
ら
仁

つ
い
て
は
更
に
準
ん
f
研
究
に
そ
の
解
明
を
侠
に
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。


